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人民戦線期の急進党ーナL_:Ji,----.,_―九三六（渡辺）

進
主
義
は
「
心
理
状
態
e
t
a
t
d
'
e
s
p
r
i
t
」
（
エ
リ
オ
）

中
心
的
要
素
の

9

つ
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
急
進
党
が
最
も
フ
ラ
ン
ス
的
な
政
党
で
あ
る
と

あ
っ
た
。
そ
れ
は
忽
進
党
が
常
に
、
連
立
政
府
り
じ
役
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
連
合
政
治

t
o
理
由
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
今
世
紀
の
急

と
称
さ
れ
、
「
プ
テ
ィ

p
e
t
i
t
」
カ
ル
チ
ャ
ー
を
代
表
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
文
化
の

(
1
)
 

わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

本
稿
は
か
か
る
特
質
を
有
す
る
急
進
党
か
、
人
民
戦
線
運
動
の
昂
揚
を
前
に
し
て
、

事
録
を
中
心
に
再
構
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
す
で
に
、
中
産
階
級
を
代
表
す
る
急
進
党
が
な
に
ゆ
え
に
人
民
戦
線
に
加
入

し
た
の
か
、
急
進
党
は
人
民
戦
線
に
い
か
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
（
以
下
、
前
稿
と
呼
ぶ
）
。
し
か

し
当
時
、
筆
者
は
急
進
党
の
大
会
議
事
録
を
人
手
し
て
お
ら
ず
、
党
副
総
裁
か
つ
人
民
連
合
全
国
委
員
会
の
事
務
局
員
で
も
あ
っ
た
ジ
ャ

ッ
ク
・
ケ
ー
ゼ
ル
の
メ
モ
ワ
ー
ル
に
依
拠
し
て
論
述
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
会
議
事
録
お
よ
び
ケ
ー
ゼ
ル
の
他
の
メ
モ
ワ
ー
ル

を
入
手
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
わ
が
国
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
は
い
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
紹
介
も
兼

ね
て
、
前
稿
に
お
け
る
筆
者
の
結
論
を
資
料
的
に
補
強
し
よ
う
と
思
う
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
政
治
史
的
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
は
割
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
人
民
戦
線
期
の
急
進
党
を
考
察
す
る
う
え
で
、

そ
れ
は
芝
五
年
が
、
右
派
の
一
部
に
蹟
躇
を
残
し
つ
つ
も
人
民
連
合
に
左
祖
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
年
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
三
六
年
が

す
で
に
、
党
内
右
派
を
中
心
と
し
た
反
人
民
戦
線
派
の
勢
力
回
復
を
目
撃
し
た
年
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
潮
の
変

今
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
第

-

:

4

共
和
政
に
お
い
て
、

は

じ

め

に

1

九
1

ご
五
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
の
時
期
は
、
分
水
嶺
を
な
す
と
言
い
う
る
。

忍
進
共
和
急
進
社
会
党

（
以
ド
、

い
か
に
対
応
し
た
の
か
を
、

急
進
党
と
略
記
）

二
つ
の
党
大
会
の
議

一
五
三

は
典
型
的
な

「
か
な
め
政
党
」

で
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と
し
て
い
る
。

二
0
0名
の
党
員
証
を
も
つ
県
連
が
ニ
―
名
の
代
議
員
を

一
七

0
0

化
を
突
出
し
た
形
で
示
し
た
の
が
、
三
五
年
と
三
六
年
の
二
つ
の
党
大
会
で
あ
っ
た
。
急
進
党
は
三
五
年
の
パ
リ
党
大
会
で
、
人
民
戦
線

へ
の
加
盟
を
満
場
一
致
で
正
式
に
決
議
し
た
。
し
か
る
に
三
六
年
の
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
で
は
、
人
民
戦
線
へ
の
不
満
が
噴
出
し
、
大
会

が
混
乱
す
る
場
面
が
剪
頭
か
ら
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
で
は
、
左
派
の
ア
ン
リ
・
ゲ
ル
ヌ
ユ

H
e
n
r
i
G
u
e
r
n
u
t
 
(人

題
に
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
党
大
会
の
「
満
場
一
致
」

権
同
盟
の
書
記
長
で
も
あ
る
）
が
登
壇
し
て
問
題
を
要
約
し
た
よ
う
に
、
「
本
質
的
問
題
は
急
進
党
が
人
民
連
合
に
と
ど
ま
る
の
か
否
か
」

で
あ
っ
た
。
戦
間
期
の
急
進
党
研
究
の
第
一
人
者
た
る
セ
ル
ジ
ュ
・
ベ
ル
ス
テ
ン
も
、
「
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
は
急
進
党
史
に
と
っ
て
も
人

(
8
)
 

民
戦
線
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
日
付
と
な
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
人
民
戦
線
へ
の
加
盟
後
一
年
に
し
て
、
人
民
戦
線
か
ら
の
離
脱
が
問

の
内
実
が
、
当
然
、
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
二
つ
の
党
大
会
に

お
け
る
一
般
政
策
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
急
進
党
内
の
こ
の
変
貌
を
明
ら
か
に
し
、

名
の
党
員
証
を
も
つ
県
連
が
三
名
の
代
議
員
し
か
選
出
し
え
な
か
っ
た
の
に
、

そ
の
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
を
直
接
の
目
的

本
論
に
移
る
前
に
、
急
進
党
の
党
大
会
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
き
た
い
。
党
規
約
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
党
大
会
は
最
高

決
定
機
関
で
あ
る
。
従
っ
て
党
大
会
の
諸
決
議
は
、
向
こ
う
一
年
間
の
急
進
党
の
態
度
を
決
定
す
る
「
憲
章
」
（
ダ
ラ
デ
ィ
エ
）
で
あ
っ
た
。

毎
年
、
秋
に
開
か
れ
る
党
大
会
に
は
国
会
や
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
委
員
会
や
県
連
の
代
表
、
党
執
行
委
員
会
委
員
、
急
進
党
系
の
新

聞
の
編
集
者
ら
が
参
加
す
る
。
し
か
し
比
例
代
表
制
を
採
用
し
て
い
た
社
会
党
の
全
国
大
会
と
異
な
り
、
代
議
員
は
発
行
さ
れ
た
党
員
証

数
に
比
例
し
て
選
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
無
規
律
的
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
九
三
四
年
の
ナ
ン
ト
に
お
け
る
党
大
会
で
は
、

選
出
し
た
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
各
県
連
の
も
つ
党
員
証
数
は
、
実
際
の
党
員
数
と
一
致
し
て
お
ら
ず
、
大
量
の
党
員
証
を

(11) 

購
入
す
る
こ
と
で
政
治
的
影
響
力
を
強
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
が
混
乱
し
た
機
構
上
の
一
因
も
、
こ
こ
に
あ

る
。
党
員
証
の
濫
発
に
よ
っ
て
、
保
守
派
が
代
議
員
数
を
操
作
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
事
実
に
窺
え
る
。
合
算
し
て
も
一

0
名

一
五
四
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

の
下
院
議
員
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
保
守
的
な
六
県
連
が
、
全
代
議
員
一
九
一
四
名
の
う
ち
の
四
七
九
名
を
数
え
た
の
に
対
し
、

(12) 

名
の
下
院
議
員
を
も
ち
、
人
民
戦
線
を
支
持
す
る
三
七
県
連
は
五
九
九
名
の
代
議
員
を
擁
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
党

大
会
の
開
催
場
所
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
戦
間
期
に
は
、
総
選
挙
直
前
の
大
会
は
左
派
が
強
い
パ
リ
で
開
か
れ
、
総
選
挙
後
に
は
保
守

(13) 

派
に
有
利
な
地
方
で
開
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
た
。
三
五
年
と
三
六
年
の
党
大
会
も
こ
の
ケ
ー
ス
に
属
す
る
。
大

会
開
催
地
の
政
治
風
土
が
ど
の
程
度
、
大
会
決
議
に
影
稗
を
及
ぽ
し
た
の
か
は
測
定
し
が
た
い
が
、
緩
い
相
関
関
係
を
そ
こ
に
読
み
と
る

そ
れ
で
は
以
下
に
お
い
て
、
党
の
基
本
方
向
を
定
め
、

い
か
な
る
解
決
策
が
見
い
出
さ
れ
た
の
か
を
分
析
し
よ
う
。

(
6
)
 

一
五
五

I
』
（
岩
波
書
店
、

合
計
五
三

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
動
向
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
党
大
会
の
一
般
政
策
の
審

(
l
)
 
A
n
d
r
e
 Siegfri
邑
9
Tミ
bleミ
u
d
e
s
 partis 
e
n
 F
r
iミ
m
C
e
(
P
a
r
i
s
,
1
9
3
0
)
 `
 
p
.
1
5
9
.
 篠
原
一
編
『
連
合
政
治

S
三
一
頁
。

(
2
)
渡
辺
和
行
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
形
成
過
程
を
め
ぐ
る
一
考
察
ー
_
ー
急
進
党
と
人
民
戦
線
|_
_
 H
口
同
」
『
法
学
論
叢
』
（
京
都
大
学
）
第
一
〇
八
巻
五
号
、

第
一
〇
九
巻
一
号
、
二
号
(
-
九
八
一
年
）
。

(
3
)
急
進
党
副
総
裁
に
は
、
議
員
八
名
、
非
議
員
八
名
の
合
計
一
六
名
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ケ
ー
ゼ
ル
は
、
非
議
員
で
あ
る
。

(
4
)
 J
a
c
q
u
e
s
 K
a
y
s
e
r
,
"
S
o
u
v
e
n
i
r
s
 d
'
u
n
 m
i
l
i
t
a
n
t
 
1
9
3
4ー

1
9
3
9̀`• 

C
a
h
i
e
r
s
 
d
e
 
la 
R
念
ublique,
no. 1
2
 
(1958), 69-82. 

(
5
)
 3
2
e
 C
o
n
g
r
e
s
 d
u
 p
ミ
ti

ぶ
恙
l
i
c
d
i
n
rミ
dical
et 
radical'socialiste 
t
e
m
 ̀
d
P
§

ご
es
2
4
,
 2
5
,
 2
6
,
 
et 
2
7
 octobre 
1
9
3
5
.
,
 3
3
e
 C
o
n
g
r
e
s
 

d
u
 parti ri

習
b
l
i
c
a
m
r
d
d
i
c
a
l
e
i
r且
dicdl'socialiste
t
e
n
u
 ii 
B
iミミ
i
t
z
l袋

2
2
:23, 
2
4
 et 
2
5
 octobre 
1
9
3
6
.
 以
下

L
e
C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
5
 

等
と
略
記
す
る
。

J
a
c
q
u
e
s
K
a
y
s
e
r
,
"
L
e
 parti radical'socialiste et 
le 
r
a
s
s
e
m
b
l
e
m
e
n
t
 p
o
p
u
l
a
i
r
e
 1
9
3
5
ー
1938,"
Bulletin 
d
e
 la 
Societe 

d'Histoire d
e
 
la 
I/le R
e
p
u
b
l
i
q
尽
no.
14, 
avril‘juillet 
1955, 
2
7
1
-
2
8
4
.
 
~I'--

L
e
 p
a
r
t
i
 r
a
d
i
c
a
l
 .lJ訟
｛
印
E
o

さ
し
あ
た
り
、
渡
辺
和
行
、
前
掲
論
文
、
平
瀬
徹
也
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
』
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

議
で
、
何
が
問
題
と
な
り
、

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
）
三
〇
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農
民
層
を
支
持
基
盤
と
す
る
急
進
党
に
と
っ
て
、

(
2
)
 

べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。

ょ、
9

、, 大
会
初
日
は
農
業
問
題
に
費
さ
れ
た
。

大
会
で
報
告
さ
れ
た
農
村
選
挙
区
か
ら
の
発
言
が
、

そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

急
進

小
麦
や
ぶ
ど
う
酒
の
価
格
暴
落
に
起
因
す
る
農
業
問
題
は
、

ま
っ
さ
き
に
対
処
す

こ
れ
は
客
観
的
に
は
、

主
観
的
に

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 

パ
リ
党
大
会

L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
6
,
 p. 3
9
6
.
 

S
e
r
g
e
 B
e
r
s
t
e
i
n
,
 
H
i
s
t
o
i
r
e
 
d
u
 p
a
r
t
i
 
radical, 
t. 
II 
C
r
i
s
e
 
d
u
 r
a
d
i
c
a
l
i
s
m
e
 
1
9
2
6
-
1
9
3
9
 
(
P
a
r
i
s
,
 
1
9
8
2
)
,
 p. 484. 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

D
a
n
i
e
l
B
a
r
d
o
n
n
e
t
,
 E
v
o
l
u
t
i
o
n
 d
e
 la 
s
t
r
u
c
t
u
r
e
 d
u
 p
a
,、ti
r
a
d
i
c
a
l
 
(
P
a
r
i
s
,
 1
9
6
0
)
,
 p
p
.
 
72ー

87.,
P
e
t
e
r
]
.
 L
a
r
m
o
u
r
.
 

T
h
e
 F
r
e
n
c
h
 R
a
d
i
c
a
l
 R
ミ
ty
i
n
 
ti ~
 
e
 1
9
3
0
'
s
 
(
S
t
a
n
f
o
r
d
,
 1
9
6
4
)
,
 p
p
.
 22, 

2
5
-
2
7
.
 

L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
6
,
 p. 
29. 

ラ
ー
モ
ア
は
急
進
党
の
党
員
数
を
七
万
＼
―
二
万
人
と
み
て
い
る
(
L
a
r
m
o
u
r
,
0
p
.
(，
it. ｀
 
p. 
22., 
cf., 
B
a
r
d
o
n
n
e
t
,
 op. c
i
t
•

」
p
.
5
0
.
)

。
急
進
党
は
党
員

数
を
公
表
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
概
数
し
か
ホ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

(12)
以
上

L
a
r
m
o
u
r
,
op. 
cit., 
p
p
.
 2
1
6
-
2
1
7
.
,
 B
e
r
s
t
e
i
n
,
 op. 
cit., 
p
p
.
 4

7
4ー

475,
4
8
1
.
 
ケ
ー
ゼ
ル
が
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
で
、
投
票
の
資
格
要
件
と
し
て

三
五
年
と
一
二
六
年
の
党
員
証
の
所
有
者
で
あ
り
、
九
月
―

1
0日
以
前
に
党
書
記
局
に
代
議
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
の
は
、
こ

の
た
め
で
あ
る
。

L
e
C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
6
.
 p. 
373. 

(13)
三
五
年
の
党
大
会
で
、
セ
ー
ヌ
県
連
会
長
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ペ
ル
ネ
ー

E
r
n
e
s
t
P
e
r
n
e
y
も
「
パ
リ
は
各
下
院
選
挙
の
前
に
、

合
地
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

L
e
C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 
1
9
3
5
 ̀

 
p. 
15. 

（
三
五
年
一

0
月）

(
l
)
 

一
九
三
五
年
一

0
月
二
四
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、
急
進
党
は
パ
リ
の
ワ
グ
ラ
ム
会
館
に
お
い
て
第
三
二
回
党
大
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
年
に
農
業
恐
慌
が
最
悪
に
な
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
全
共
和
派
の
集

一
五
六
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

大
会
三
日
目
の
午
後
に
、

一
般
政
策
が
審
議
さ
れ
た
。

翼
リ
ー
グ
の
姦
動
は
、

一
般
政
策
の
討
論
の
中
心
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
。

の
な
か
で
、

党
は
「
農
民
大
衆
の
深
奥
か
ら
生
ま
れ
た
わ
が
党
ほ
ど
、
農
民
の
魂
に
近
い
政
党
は
な
い
」
と
自
負
し
て
い
る
だ
け
に
、
農
業
問
題
を
優

大
会
二
日
目
の
午
後
に
、
外
交
政
策
が
議
論
さ
れ
た
。
外
交
政
策
論
議
は
、
国
際
連
盟
の
擁
護
•
平
和
と
国
益
へ
の
執
着
•
仏
英
友
好

な
ど
の
急
進
党
の
年
来
の
外
交
原
則
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
。
ポ
ー
ル
・
バ
ス
テ
ィ
ッ
ド
下
院
外
交
委
員
長
の
基
調
報
告
に
窺
知
し
う
る

エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
も
っ
と
も
急
進
党
は
、
ラ
ヴ
ァ
ル
外
交
へ
の
批
判
を
武
器

(
5
)
 

に
し
て
「
ア
ン
ジ
ェ
の
一
撃

C
o
u
p
d
'
A
n
g
e
r
s
」

(11ラ
ヴ
ァ
ル
内
閣
の
打
倒
）
を
実
行
す
る
意
思
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
こ
の
外
交
政
策

論
議
は
人
民
戦
線
連
合
と
の
関
連
に
お
い
て
、
次
の
点
で
注
目
に
価
し
た
。

一
五
七

バ
ス
テ
ィ
ッ
ド
は
「
今
日
、
外
交
政
策
は
わ
れ
わ
れ
に

和
主
義
の
！
筆
者
）
魂
を
再
び
与
え
た
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
失
っ
た
と
仮
定
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
。
外
交
政
策
は
わ
れ
わ
れ
が
望

(
6
)
 

む
共
和
派
連
合

le
r
a
s
s
e
m
b
l
e
m
e
n
t
 republicain
に
、
最
大
で
最
も
確
実
で
最
も
健
全
な
土
台
を
与
え
る
だ
ろ
う
」
と
発
言
し
、
六
月

に
生
ま
れ
た
左
翼
連
合
に
好
意
的
な
と
こ
ろ
を
示
し
た
。
「
土
台
」
を
与
え
た
の
は
、
右
翼
リ
ー
グ
で
あ
る
。
右
翼
紙
は
「
制
裁

11戦
争
」

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
広
げ
、

エ
リ
オ
ら
急
進
党
首
脳
を
攻
撃
し
た
。
例
え
ば
『
ラ
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
』

(
-
0月
四
日
号
）

シ
ャ
ル
ル
・
モ
ー
ラ
ス
は
「
進
軍
ラ
ッ
パ
が
鳴
り
牌
い
た
と
き
、
エ
ド
ア
ー
ル
・
エ
リ
オ
氏
は
い
の
一
番
に
弾
丸
を
浴
び
る

で
あ
ろ
う
」
と
教
唆
し
て
い
た
。
下
院
外
交
委
員
長
も
基
調
報
告
の
な
か
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
損
害
し
か
も
た
ら
さ
な
い
」
、
「
軽
蔑
す
べ
き

(
8
)
 

プ
レ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
言
及
し
て
右
翼
紙
を
非
難
し
た
。
国
民
戦
線
の
制
裁
反
対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
左
翼
か
ら
守
旧
的
で
理
想

(
9
)
 

や
絶
対
的
信
念

m
y
s
t
i
q
u
e
を
喪
失
し
た
と
批
判
さ
れ
た
急
進
党
に
、
共
和
主
義
の
覚
醒
を
も
た
ら
す
外
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
右

一
般
政
策
に
関
す
る
全
体
会
議
の
議
長
を
勤
め
た
カ
ミ
ー
ュ
・
シ
ョ
ー
タ
ン
上

院
議
員
は
、
開
会
演
説
の
な
か
で
次
の
こ
と
を
訴
え
た
。
急
進
派
の
統
一
は
共
和
国
救
済
の
本
質
的
要
素
で
あ
り
、
共
和
秩
序
を
守
護
し

よ
う
に
、

先
課
題
と
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（共
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(10) 

強
制
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
急
進
派
の
「
完
全
な
一
致
と
不
動
の
決
意
」
を
大
会
の
な
か
で
示
そ
う
と
。

右
翼
リ
ー
グ
に
よ
る
秩
序
棄
乱
と
い
う
背
景
の
な
か
で
パ
リ
党
大
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
勘
合
す
れ
ば
、

は
、
急
進
派
が
「
二
月
六
日
」
事
件
の
打
撃
か
ら
立
ち
直
り
、

(11) 

長
の
発
言
は
、
議
事
日
程
を
起
草
す
る
一
般
政
策
委
員
会
で
、

も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
一
般
政
策
委
員
会
で
は
、
人
民
連
合
へ
の
加
盟
に
つ
い
て
、

も
と
書
記
長
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ミ
ヨ
ー
A
l
b
e
r
t

(12) 

M
i
l
h
a
u
d
と
急
進
青
年
団
J

e
u
n
e
s
s
e
s
 r
a
d
i
c
a
l
e
s
団
長
マ
ル
セ
ル
・
サ
ブ
ロ
ー
M
a
r
c
e
l
S
a
b
l
e
a
u
の
二
人
は
反
対
を
表
明
し
て
い
た
。

こ
の
二
人
は
党
内
で
は
右
派
に
属
す
る
。
従
っ
て
党
の
団
結
を
求
め
る
シ
ョ
ー
タ
ン
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
儀
礼
的
一
般
的
言
辞
で
は
な
く
、

党
内
に
タ
ン
ダ
ン
ス
t
e
n
d
a
n
c
e
が
存
在
す
る
こ
と
の
具
体
的
表
わ
れ
で
あ
り
、
こ
の
た
め
こ
の
種
の
発
言
は
毎
年
、
大
会
で
繰
り
返
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

共
和
政
擁
護
の
決
意
を
固
め
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
。

エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
の
勃
発
・

シ
ョ
ー
タ
ン
議
長
の
こ
の
発
言

し
か
も
議

こ
の
線
に
沿
っ
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る

し
か
し
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
の
一
般
政
策
に
お
け
る
シ
ョ
ー
タ
ン
議
長
の
開
会
演
説
と
比
べ
、
三
五
年
の
議
長
演
説
は
、

パ
リ
党
大
会
が
平
穏
に
、
す
な
わ
ち
人
民
戦
線
に
つ
い
て
の
実
質
的
討
論
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
を
予
示
し
て
い
た
。

(13) 

一
般
政
策
の
基
調
報
告
は
、
左
派
の
下
院
議
員
ジ
ャ
ン
・
ゼ
ー
が
行
な
っ
た
。
す
で
に
六
月
一
九
日
の
書
記
局
会
議
で
、
人
民
戦
線
派

(14) 

の
ゼ
ー
が
報
告
者
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゼ
ー
は
主
要
に
三
つ
の
問
題
と
取
り
く
ん
だ
。
第
一
に
右
翼
リ
ー
グ
の
問
題
、

次
い
で
経
済
問
題
、
最
後
に
同
盟
お
よ
び
連
合
の
問
題
で
あ
る
。
経
済
問
題
は
大
会
初
日
と
二
日
目
の
午
前
に
詳
し
く
議
論
さ
れ
て
い
る

の
で
、
報
告
者
は
基
本
的
方
向
の
再
確
認
に
と
ど
め
、
第
一
と
第
三
の
政
治
問
題
に
集
中
し
た
。

ゼ
ー
は
ま
ず
今
大
会
が
、
急
進
派
の
分
裂
を
期
待
す
る
敵
と
、
経
済
的
苦
悶
と
政
治
的
混
乱
へ
の
回
答
を
求
め
る
共
和
的
地
方
p
a
y
s

r
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
の
期
待
の
前
で
開
か
れ
た
と
い
う
状
況
認
識
を
表
明
し
、
こ
の
状
況
下
で
、
共
和
派
の
最
重
要
な
義
務
と
し
て
「
共
和
制
度

の
墓
本
的
防
衛
」
が
あ
る
こ
と
を
代
議
員
に
訴
え
た
。
こ
の
「
共
和
制
度
の
防
衛
」
と
い
う
根
本
命
題
か
ら
、
ゼ
ー
は
右
翼
リ
ー
グ
の
問

題
と
選
挙
レ
ヴ
ェ
ル
と
政
府
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
連
合
の
問
題
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。

一
五
八
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

ル
で
の
同
盟
の
問
題
に
報
告
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

る。

一
五
九

レ
ジ
ー
ム
に
向
け
ら
れ
た
準
軍
事
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
指
弾
し
た
。

か
れ
は
左
翼
と
穏
健
共
和
派
に
レ
ジ
ー
ム
の
防
衛
を
呼
び
か
け
、
大
会
直
前
に
ラ
ヴ
ァ
ル
首
相
が
、
反
逆
的
デ
モ
を
取
り
締
る
緊
急
令

decrets-lois
を
発
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
急
進
党
の
成
果
と
考
え
て
い
る
旨
述
べ
た
。
そ
し
て
急
進
派
が
政
府
を
支
持
し
、
政

府
に
参
加
す
る
の
は
、
「
共
和
政
防
衛

la
d
e
f
e
n
s
e
 republicaine
」
と
い
う
条
件
下
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
三
六
年
前
、

ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
後
に
成
立
し
た
ワ
ル
デ
ッ
ク
1
1

ル
ソ
ー
首
班
の
「
共
和
政
防
衛
内
閣
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
、
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
英
雄
時
代
の
闘
う
急
進
主
義
を
紡
彿
と
さ
せ
る
言
説
は
、
急
進
主
義
の
蘇
生
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

基
調
報
告
者
は
次
の
二
つ
の
点
で
、
急
進
党
の
「
共
和
政
防
衛
」

の
「
二
月
六
日
」
事
件
に
つ
い
て
の
調
査
委
員
会
の
結
論
に
基
づ
き
、
下
院
民
刑
事
法
委
員
会
に
お
い
て
、
急
進
党
委
員
に
よ
っ
て
提
起

(15) 

さ
れ
て
い
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
第
一
に
「
反
逆
的
リ
ー
グ
の
有
効
な
解
散
」
、
第
二
に
「
準
軍
事
的
演
習
な
い
し
大
衆
的
結
集
」
が
、
私

的
な
場
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
き
で
も
、
公
道
に
お
け
る
デ
モ
と
同
一
視
さ
れ
、
同
じ
法
の
も
と
に
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。

ゼ
ー
が
後
者
の
こ
と
を
要
求
し
た
の
は
、
ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
の
支
持
者
の
よ
う
に
、
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
私
有
地
を
所
有
す
る
重
要
な
人

(16) 

物
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ゼ
ー
は
こ
れ
ら
の
リ
ー
グ
対
策
が
、
緊
急
令
と
し
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
て
、
第
一
の
問
題
を
終
え
た
。

次
い
で
ゼ
ー
は
、
経
済
回
復
の
努
力
の
必
要
性
や
信
用
組
織
の
改
革
に
つ
い
て
語
り
、
急
進
党
は
こ
れ
ら
の
要
求
に
関
し
て
、
共
和
政

(17) 

党
や
左
翼
政
党
と
協
力
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
報
告
者
は
政
党
協
力
の
問
題
、
す
な
わ
ち
選
挙
な
い
し
政
府
レ
ヴ
ェ

ゼ
ー
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
大
会
で
分
裂
が
表
面
化
す
る
と
噂
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
否
認
し
て
述
べ
た
。

「
数
力
月
前
か
ら
、
国
内
に
各
人
が
好
き
な
名
前
を
そ
れ
に
与
え
う
る
一
種
の
再
団
結

u
n
e
sorte d
e
 r
e
g
r
o
u
p
e
m
e
n
t
が
生
ま
れ
た
。

報
告
者
は
「
二
月
六
日
」
以
来
の
反
逆
的
運
動
は
、

（
共
和
）

の
意
思
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
の
二
要
求
は
、
下
院
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な
ぜ
な
ら
実
際
、
危
機
あ
る
い
は
脅
威
が
存
在
し
た
と
き
に
は
常
に
同
じ
激
烈
さ
で
表
明
さ
れ
、
歴
史
を
通
じ
て
変
わ
っ
た
の
は
た
だ
そ

ム
ナ
ス

こ
の
人
民
戦
線
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
と
き
（
万
雷
の
拍
手
）
、
わ
れ
わ
れ
は
事
実
、
共
和
国
が
過
去
に
お
い
て
経
験
し
た
危
機
の
と
き
に
、

(18) 

同
じ
く
自
発
的
で
同
じ
く
抑
え
が
た
い
防
衛
の
同
一
の
運
動
が
、
策
略
に
譲
歩
す
る
こ
と
な
く
、
見
ら
れ
た
し
観
察
さ
れ
た
と
言
お
う
。
」

ゼ
ー
の
発
言
は
、
人
民
戦
線
を
共
和
国
が
危
殆
に
瀕
し
た
と
き
に
噴
出
す
る
共
和
主
義
の
伝
統
と
歴
史
の
な
か
に
、
位
置
づ
け
て
理
解

せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

（
拍
手
喝
采
）
。

そ
れ
は
シ
ョ
ー
タ
ン
や
デ
ル
ボ
ス
議
員
団
団
長
の
次
の
考
え
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大
会
直
前
に
、
人
民
戦
線
と
は
「
全
共
和
派
の
連
合
で
あ
り
…
…
四

0
年
前
か
ら
機
能
し
て
い
る
古
い
共
和
派
の
規
律
以
外
の
何
も
の
で

(19)

ユ
ニ
オ
ン

も
な
い
」
と
語
っ
て
い
た
。
デ
ル
ボ
ス
も
「
人
民
戦
線
、
そ
れ
は
新
た
な
名
称
の
も
と
で
の
左
翼
連
合
の
絶
対
的
信
念
で
あ
る
」
と
評
し

(20) 

て
い
た
。
こ
の
三
名
は
ブ
ル
ム
政
府
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
国
民
教
育
大
臣
、
国
務
大
臣
、
外
務
大
臣
を
勤
め
る
だ
け
に
、

の
よ
う
な
人
民
戦
線
像
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
も
シ
ョ
ー
タ
ン
が
語
っ
た
「
共
和
派
の
規
律
」

と
は
、
選
挙
の
第
二
次
投
票
に
お
け
る
立

候
補
辞
退
を
含
む
、
左
翼
の
選
挙
協
力
を
意
味
し
て
い
た
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
報
告
者
は
、
「
人
民
連
合
は
数
力
月
前
の
市
町
村
会
議
員
選

コ
エ
ジ
オ
ン

こ
の
団
結
は
、
わ
が
党
が
常
に
忠
実

と
き
ど
き
も
た
ら
し
た
」

挙
と
上
院
議
員
選
挙
の
と
き
に
、
凝
集
性

u
n
c
a
r
a
c
t
e
r
e
 d
e
 c
o
h
e
s
i
o
n
を
も
っ
て
生
み
出
さ
れ
、

と
語
っ
た
の
で
あ
る
。
ゼ
ー
は
一

0
月―

1
0日
の
上
院
議
員

選
挙
に
お
け
る
連
合
の
勝
利
を
、
状
況
に
対
す
る
「
―
つ
の
回
答
」

と
評
し
た
が
、

五
月
に
行
な
わ
れ
た
市
町
村
会
議
員
選
挙
が
、

強
烈
な
印
象
を
急
進
党
員
に
与
え
た
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
。
パ
リ
第
五
区
の
ポ
ー
ル
・
リ
ヴ
ェ
教
授
（
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
知
識
人
監
視

(22) 

委
員
会
委
員
長
）
の
当
選
は
、
左
翼
の
選
挙
協
力
が
有
効
に
機
能
し
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
ゼ
ー
の
発
言
は
、

選
挙
が
急
進
党
の
人
民
連
合
加
入
の
一
契
機
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
ゼ
ー
も
述
べ
た
よ
う
に
「
共
和
派
の
規
律
の
拡
大
」
が
、
新
た
な
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で

で
あ
っ
た
共
和
派
の
規
律
の
勝
利
と
拡
大
と
を
、

の
名
称
だ
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

「
階
級
対
階
級
」
戦
術
を
採
っ

よ
り

か
れ
ら
が
抱
く
こ

シ
ョ
ー
タ
ン
は

一
六
〇
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一
六

て
い
た
共
産
党
も
、
「
共
和
派
の
規
律
」
を
遵
守
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
左
蒻
全
体
の
選
挙
協
力
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
報
告
者
は
、

共
産
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
に
語
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、

類
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ゼ
ー
が
問
題
を
曖
昧
に
し
た
の
は
、
紛
糾
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

か
れ
は
譲
歩
し
て
い

る
の
は
急
進
党
で
は
な
い
こ
と
、
急
進
党
は
何
も
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
急
進
党
は
党
の
独
立
と
教
義
と
綱
領
の
傷
越
を
守
る
こ
と

に
努
め
、
他
党
と
の
共
同
行
動
り

t
台
作
り
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
ゼ
ー
は
、
代
議
員
に
「
共

和
的
自
由
と
改
良
さ
れ
た
レ
ジ
ー
ム
の
異
論
の
な
い
勝
利
か
、
決
定
的
崩
壊
か
」
と
'
.

!
 

者
択
／
を
迫
り
、
大
会
の
責
任
の
重
大
さ
を
強
調

(23) 

し
て
降
壇
し
た
の
で
あ
る
。

ゼ
ー
が
は
っ
き
り
と
触
れ
な
か
っ
た
共
産
党
と
の
関
係
を
含
む
同
盟
の
問
題
を
論
じ
た
の
は
、
左
派
の
セ
ザ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ン
キ

C
e
s
a
r

C
a
m
p
i
n
c
h
i
左
翼
代
表
団
議
長
（
コ
ル
シ
カ
出
身
の
下
院
議
員
）

進
党
政
府
に
賛
成
投
票
す
る
」

「
共
和
国
と
平
和
の
擁
護
」

で
あ
っ
た
。

と
繰
り
返
し
た
し
、
社
会
党
書
記
長
は
、

の
た
め
に
人
民
戦
線
を
支
持
し
た
。
従
っ
て
、

か
れ
は
こ
の
日
の
午
前
に
行
な
っ
た
議
員
団
の
活
動
報
告

の
な
か
で
、
人
民
戦
線
に
反
対
す
る
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ミ
ヨ
ー
に
反
論
す
べ
く
努
め
た
の
で
あ
る
。

伊
の
社
会
主
義
勢
力
の
壊
滅
を
目
撃
し
た
社
共
両
党
ぱ
、
「
共
和
政
体
と
公
的
自
由
」

カ
ン
パ
ン
キ
は
「
私
的
所
有
と
国
防
の

党
で
あ
る
」
「
急
進
党
は
、
自
分
自
身
た
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
、
ミ
ヨ
ー
と
認
識
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
た
。
独

の
救
済
を
考
え
、
「
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
綱
領
の
譲

歩
を
し
て
い
る
。
」
ス
タ
ー
リ
ン
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
国
防
を
承
認
し
た
し
、
共
産
党
は
下
院
で
「
急
進
派
の
政
策
実
現
を
遂
行
す
る
急

ユ
ニ
オ
ン

わ
れ
わ
れ
と
の
連
合
に
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
と
武
器
の
私
的

製
造
の
禁
止
」
以
外
の
条
件
を
つ
け
な
い
と
記
し
て
い
る
。
共
和
国
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
今
、

わ
れ
わ
れ
は
市
民
的
自
由
を
守
る
た
め
に

ド
ク
ト
リ
ン
の
相
違
を
忘
れ
る
よ
う
全
共
和
派
に
求
め
よ
う
。
「
左
翼
の
隣
人
は
、
わ
れ
わ
れ
に
譲
歩
し
て
い
る
の
に
、
右
翼
の
隣
人
は
、

わ
れ
わ
れ
に
譲
歩
を
求
め
て
い
る
。
…
…
わ
た
し
は
右
翼
の
敵
に
よ
り
、
左
翼
の
友
人
に
譲
歩
し
た
い
。
」
か
く
語
っ
て
、
カ
ン
パ
ン
キ
は

か
れ
に
お
い
て
も
人
民
戦
線
と
は
「
革
命
」

で
は
な
く
、
「
秩

ミ
ヨ
ー
ら
党
内
右
派
が
最
も
敏
感
に
反
応
す
る
種
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ラ
ヴ
ァ
ル
内
閣
の
失
政
を
自
由
に
攻
撃
し
え
た
。
他
方
エ
リ
オ
は
、

ラ
ヴ
ァ
ル
内
閣
の
大
臣
で
あ
り
党

は
自
信
に
満
ち
た
演
説
を
し
た
が
、

こ
の
あ
と
一
般
政
策
の
会
議
は
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
と
エ
リ
オ
の

れ
を
放
置
し
て
い
る
こ
と
に
憤
憑
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
。

ベ
ネ
は
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
陰
謀
」
に
抗
議
し
、

セ
ー
ヌ
・
エ
・
オ
ワ
ー
ズ
県
が

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
錬
兵
場
」

と
化
し
、
政
府
が
そ

ラ
ン
ジ
ュ
は
と
く
に
ア
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
が
、

「
殺
人
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
し
た
こ
と
を
弾
劾

件
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
っ
た
）

さ
て
一
般
政
策
の
審
議
を
続
け
よ
う
。
ゼ
ー
の
基
調
報
告
を
う
け
て
、

序
と
自
由
」
を
手
段
と
し
、

(24) 

「
繁
栄
」
を
目
的
と
す
る
、
右
翼
リ
ー
グ
に
対
す
る
「
障
壁
」
で
あ
っ
た
。

線
が
社
共
の
譲
歩
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
急
進
党
は
連
合
の
な
か
で
も
「
自
分
自
身
た
り
う
る
」
こ
と
を
訴
え
た

の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
当
然
、
右
派
に
安
心
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

A
l
b
e
r
t
 C
h
e
v
a
l
i
e
r
は
、
急
進
党
的
な
網
領
の
起
草
を
要
求
し
、

民
戦
線
派
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、

と
、
左
派
の
ミ
リ
タ
ン
、

マ
ン
シ
ュ
県
の
ミ
リ
タ
ン
、

マ
ル
ク
・
リ
ュ
カ
ー
ル

M
a
r
c
R
u
c
a
r
t
下
院
議
員
（
「
二
月
六
日
」
事

ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
ン
ジ
ュ

R
o
b
e
r
t
L
a
n
g
e
、
そ
れ
に
セ
ー
ヌ
・

エ
・
オ
ワ
ー
ズ
県
連
会
長
ベ
ネ

B
e
n
e

ら
は
、
右
翼
リ
ー
グ
を
糾
弾
す
る
演
説
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
弁
士
は
、
ゼ
ー
の
報
告
の
第
一
の

問
題
に
関
心
を
集
中
し
、
第
三
の
問
題
で
あ
る
人
民
戦
線
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。
大
会
が
、

「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
脅
威
」
と
い
う
雰
囲
気
の
な
か
で
開
か
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
弁
士
の
こ
の
よ
う
な
反
応
は
一
驚
に
価
し
な
い
が
、

そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
反
応
は
、
急
進
党
内
に
お
け
る
人
民
戦
線
へ
の
関
心
の
度
合
を
計
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。

リ
ュ
カ
ー
ル
は
、
急
進
党
が
共
和
秩
序
の
党
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
あ
と
、
ラ
ヴ
ァ
ル
首
相
を
右
翼
リ
ー
グ
の
取
り
締
り
に
瀬
惰
で

(26) 

あ
る
と
批
判
し
、
急
進
党
は
右
翼
リ
ー
グ
に
対
す
る
諸
施
策
（
デ
モ
や
武
器
の
規
制
に
関
す
る
緊
急
令
な
ど
）
を
要
求
す
る
と
断
言
し
た
。

一
四

0
名
の
暗
殺
リ
ス
ト
を
も
つ

「
一
一
人
の
エ
ド
ア
ー
ル
」

ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー
を
先
頭
と
し
た

の
演
説
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
ダ
ラ
デ
ィ
エ

エ
リ
オ
の
演
説
は
い
つ
も
の
雄
弁
と
比
べ
る
と
弁
明
的
で
あ
っ
た
。
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
急
進
党
内
の
人

ア
ル
ベ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ

つ
ま
り
カ
ン
パ
ン
キ
は
、
人
民
戦

一
六
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ょ、
'、 内

国
民
連
合
派
の
筆
頭
と
目
さ
れ
、
政
府
を
弁
護
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
エ
リ
オ
も
、

で
そ
れ
を
言
う
の
は
、

一
六

に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
総
裁
の
発
言
は
、
「
わ
た
し
は
必
要
と
あ
ら
ば
、
政
府
の
悪
［
を
言
い
た
い

ま
こ
と
に
困
難
で
あ
り
ま
す
（
新
た
な
笑
い
出
）
L

と
歯
切
れ
が
悪
か
っ
た
。
党
大
会
前
日
に
、
首
相
が
リ
ー
グ
を

「
前
進
」

取
り
締
る
緊
急
令
に
署
名
し
た
の
も
、
政
府
に
批
判
的
な
大
会
の
窄
気
を
察
知
し
た
エ
リ
オ
が
、

(28) 

っ
た
。
こ
の
緊
急
令
を
エ
リ
オ
は

(29) 

し
た
。

そ
れ
を
ラ
ヴ
ァ
ル
に
求
め
た
た
め
で
あ

と
評
し
た
が
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
．． 

五
日
の

1

般
政
策
委
員
会
い
討
論
い
な
か
で
厳
し
く
批
判

エ
リ
オ
は
総
裁
辞
任
を
ほ
の
め
か
し
て
こ
の
事
態
を
収
拾
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
一

1

人
の
エ
ド
ア
ー
ル
」
の
基
本
的
立
場
の
相
違

一
般
政
策
に
つ
い
て
の
全
体
会
議
で
の
演
説
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

(30) 

ダ
ラ
デ
ィ
エ
名
誉
総
裁
は
、
右
翼
リ
ー
グ
と
人
民
戦
線
の
問
趙
を
扱
っ
た
。

工
は
演
説
の
九
割
以
上
を
右
翼
リ
ー
グ
の
問
題
に
費
し
、
人
民
戦
線
に
は
一
割
に
も
満
た
な
い
分
鮎
し
か
わ
り
あ
て
な
か
っ
た
。

そ
の
演
説
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
、
す
な
わ
ち
共
和
主
義
の
歴
史
と
伝
統
を
強
く
意
識
し
た
内
容
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
、
演
説
の
趣
旨
が
急
進
党
の
「
統
一
を
維
持
し
強
化
す
る
必
要
性
を
主
張
す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
前
置
き
し
て
、
リ
ー

グ
の
問
題
に
は
い
っ
た
。

た
。
「
フ
ァ
シ
ス
ト
・
リ
ー
グ
」

的
リ
ー
グ
」

る
と
、
名
誉
総
裁
は
非
難
し
た
。

通
ら
せ
な
い
」
と
そ
の
決
意
を
表
明
す
る
。

す
る
の
は
、

の
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
内
戦
の
大
演
習
」

わ
れ
わ
れ
の
義
務
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
「
準
軍
事
的
結
社
」

か
れ
の
演
説
は
次
の
二
点
で
際
だ
っ
て
い
た
。
ダ
ラ
デ
ィ

さ
ら
に

か
れ
は
経
済
危
機
の
悪
化
で
、
現
在
が
「
一
七
八
九
年
の
前
夜
の
よ
う
に
、
前
革
命
状
況
に
あ
る
」
と
指
摘
し

セ

ザ

リ

ス

ム

は
こ
の
状
況
を
利
用
し
て
、
恐
慌
に
澳
悩
す
る
大
衆
に
「
独
裁
政
治
」
を
吹
き
こ
ん
で
い
る
。
「
準
軍
事

で
あ
り
、
「
ヒ
ト
ラ
ー
主
義
の
方
法
の
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
移
入
」

で
あ

さ
ら
に
「
一
七
八
九
年
の
大
革
命
の
子
」
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
を

か
れ
は
政
府
に
リ
ー
グ
の
規
制
を
要
求
し
、
政
府
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
な
ら
、
「
政
府
を
更
迭

の
解
散
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。

．
 

人
民
戦
線
の
問
題
に
つ
い
て
「
ヴ
ォ
ク
リ
ュ
ー
ズ
の
牡
牛
」
は
、
抽
象
論
を
語
る
に
と
ど
め
た
。
か
れ
は
六
月
二
八
日
、
七
月
一
四
日

（
笑
い
声
）
。
し
か
し
自
分

国
際
連
盟
を
軽
視
す
る
首
相
の
外
交
政
策
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た
。
総
裁
は
自
己
が

最
後
に
、

定
義
で
あ
っ
た
。
し
か
も
依
拠
す
べ
き
は

「
一
七
八
九
年
の
理
想
」

で
あ
っ
て
、

一
七
九
三
年
や
一
八
四
八
年
の
理
想
で
は
な
い
点
に
も

き
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
、
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
‘
―
二
月
二
日
(
-
八
五
一
年
筆
者
）
が
か
れ
ら
に
襲
い
か
か
っ
た
（
万
雷
の
拍
手
）
。
自
由

の
破
壊
と
、
国
民
を
奴
隷
状
態
に
し
た
あ
と
で
、
国
民
は
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
と
ス
ダ
ン
に
導
か
れ
た
。
自
由
が
破
壊
さ
れ
た
あ
と
で
、
金
甑

グ

リ

テ

無
欠
の
わ
が
祖
国
は
破
壊
さ
れ
た
」
と
語
り
、
自
由
と
共
和
主
義
の
歴
史
的
戦
い
の
な
か
に
人
民
戦
線
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
人
民
戦
線
の
目
的
と
し
て
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
ま
ず
共
和
政
の
「
防
衛
」
を
掲
げ
、
次
い
で

シ
テ

(32)

な
国
の
建
設
」
を
指
摘
し
た
。
歴
史
学
教
授
で
も
あ
る
ダ
ラ
デ
ィ
エ
の
巧
み
な
レ
ト
リ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
、

れ
、
代
議
員
は
起
立
し
て
名
誉
総
裁
を
讃
え
、
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」

畢
覚
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
語
っ
た
人
民
戦
線
と
は
、

の
歌
声
が
会
場
を
包
ん
だ
。
ま
さ
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
末
裔
と
い

共
和
政
の
擁
護
を
任
務
と
す
る
左
翼
連
合
で
あ
り
、

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ダ
ラ
デ
ィ
エ
の
演
説
か
ら
、
代
議
員
が
人
民
戦
線
の
目
的
た
る
共
和
政
の
防
衛
と
は
、
第
一
に
リ
ー
グ
対
策
で

あ
る
と
理
解
し
て
も
、

そ
れ
は
止
む
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
代
議
員
は
、
か
れ
の
演
説
の
分
址
の
配
分
割
合
が
主
題
の
力
点
を
も
按
分
す
る

も
の
と
諒
解
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
連
合
の
性
格
に
つ
い
て
、
何
ら
具
体
的
な
こ
と
を
語
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
め
エ
リ
オ
は
、
人
民
戦
線
に
は
ま
っ
た
く
言
及
し
な
か
っ

エ
リ
オ
総
裁
が
登
壇
し
た
。
総
裁
は
自
身
へ
の
批
判
が
党
内
に
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
十
分
、
意
識
し
て
お
り
、
演
説
の

(33) 

す
べ
て
を
自
己
の
総
裁
か
つ
大
臣
と
し
て
の
行
動
の
弁
明
に
あ
て
た
。

「
困
難
な
立
場
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
率
直
に
語
り
、
自
ら
の
過
去
に
お
け
る
党
へ
の
献
身
を
代
議
員
に
想
起
さ
せ
、

こ
れ
は
右
派
に
も
許
容
し
う
る

う
衿
侍
を
も
つ
急
進
派
に
ふ
さ
わ
し
い
一
情
景
で
あ
っ
た
。

こ
の
演
説
は
歓
呼
で
迎
え
ら

「
一
七
八
九
年
の
理
想
に
従
い
つ
つ
、
新
た

れ
ら
は
一
七
八
九
年
、

一
七
九
三
年
、

一
八
四
八
年
、
九
月
四
日
(
-
八
七

0
年

筆

者

）

を
な
し
と
げ
た
。

か
れ
ら
が
分
裂
し
た
と

(31) 

の
行
動
を
振
り
返
り
、
「
人
民
戦
線
へ
の
急
進
党
の
立
派
で
力
強
く
忠
実
な
協
力
を
強
化
し
、

ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
人
民
戦
線
を
「
第
三
身
分
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
同
盟
」
と
定
義
し
、
「
第
三
身
分
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
団
結
し
た
と
き
、

さ
ら
に
強
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

一
六
四

か
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人民戦線期の急進党""サし円五～一九三六（渡辺）

党
の
団
結
を
訴
え
た
。

＜
閉
会
し
た
の
で
あ
る
。
少
し
長
い
が
、

大
会
は
ゼ
ー
が
朗
読
し
た
次
り
議
事
日
程
を
、
満
場

1

致
で
可
決
し
た
。

そ
の
全
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

「第一一ご

大
会
は
共
和
国
の
防
衛
が
正
確
な
立
法
規
定
の
み
な
ら
ず
、

エ
リ
オ
で
あ
る
こ
と
を
代
議
員
は
熟
知
し
て
い

(34) 

ひ
き
続
き
総
裁
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
大
会
は
、
同
盟
の
性
格
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
な

回
急
進
共
和
急
進
社
会
党
大
会
は
、
時
局
の
屯
大
さ
と
こ
の
直
大
さ
が
含
む
直
責
を
意
識
し
、
民
、
ピ
じ
義
者
の
第
．
の
義
務
は
、

公
的
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
と
官
言
し
、
公
然
と
内
戦
を
準
備
す
る
反
逆
的
リ
ー
グ
の
挑
発
的
で
許
し
が
た
い
活
動
を
強
く
告
発

と
り
わ
け
そ
の
規
定
を
不
可
欠
な
慣
習
と
す
る
不
屈
の
意
思
を
も
要
求
し

大
会
は
公
権
力
が
秩
序
の
維
持
と
い
う
最
軍
要
な
任
務
を
引
き
受
け
な
い
な
ら
、
共
和
派
は
レ
ジ
ー
ム
の
救
済
を
自
身
で
引
き
受
け
ざ

る
を
え
ず
、
共
和
派
は
そ
こ
で
は
無
力
で
な
い
と
厳
か
に
断
言
す
る
（
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
）
。

政
府
に
よ
っ
て
す
で
に
取
ら
れ
た
諸
措
置
を
法
的
に
確
認
し
つ
つ
、
大
会
は
と
く
に
以

F
の
有
効
で
新
し
い
法
規
に
よ
っ
て
、

①
リ
ー
グ
の
有
効
な
解
散
を
可
能
な
ら
し
め
る
ド
ゥ
ー
メ
ル
グ
と
フ
ラ
ン
ダ
ン
の
諸
政
府
の
提
議
と
、

⑮
示
威
が
私
的
な
場
所
な
い
し
私
有
地
で
行
な
わ
れ
た
に
せ
よ
、
公
道
で
の
示
威
運
動
と
の
同
一
視
、

習
と
大
衆
的
結
集
の
禁
止
（
嵐
の
よ
う
な
拍
手
）
。

大
会
は
こ
れ
ら
の
措
置
が
、
議
会
の
召
集
以
来
、
議
会
の
議
事
日
程
に
上
程
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
た
め
に
、
党
の
議
員
を
信
任
す

て
下
院
の
民
刑
事
法
委
員
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
本
文
の
適
用
。

の
諸
措
置
を
補
完
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。

て
い
る
と
評
す
る
。

す
る
。

た
。
従
っ
て
、
総
裁
の
弁
明
は
忍
霰
の
ご
と
き
拍
手
で
承
認
さ
れ
、

エ
リ
オ
は
大
会
で
、

1

九
二
四
年
と
．
九
一
一
・
ニ
年
に
急
進
党
を
勝
利
に
導
い
た
の
は
、

一
六
五

こ
れ
ら

お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
準
軍
事
的
演

シ
ョ
ー
ヴ
ァ
ン
報
告
に
基
づ
い

4 -3-637 (香法'85)



る。

（
拍
手
）
。

大
会
は
レ
ジ
ー
ム
そ
れ
自
身
と
両
立
し
な
い
暴
力
的
煽
動
に
、

（
万
雷
の
拍
手
）
。

恐
る
べ
き
経
済
状
況
に
直
面
し
、
急
進
社
会
党
は
国
民
に
即
事
の
軽
減
と
、
同
時
に
、
諸
制
度
の
運
用
に
ぜ
ひ
必
要
な
大
改
革
を
も
た

個
々
の
討
議
に
よ
っ
て
正
確
に
述
べ
ら
れ
た
諸
措
置
の
条
件
の
も
と
、
大
会
は
そ
の
行
動
を
鼓
舞
せ
ん
と
す
る
本
質
的
原
理
を
強
調
す

①
予
算
面
で
は
、
緊
急
令
の
修
正
。

て
守
ら
れ
る
こ
と
と
、

最
も
重
要
な
努
力
。

切
収
税
面
で
は
、

に
実
効
の
あ
る
課
税
。

も
は
や
忍
耐
し
な
い
と
い
う
緊
要
な
関
心
に
、
党
の
政
府
参
加
な
い
し

そ
の
目
的
は
、
最
低
生
活
費
が
党
の
不
変
の
教
義
と
以
前
の
急
進
党
の
諸
政
府
の
行
動
と
一
致
し

正
義
感
と
深
く
衝
突
す
る
あ
る
不
正
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
経
済
活
動
の
回
復
に
向
か
う

よ
り
良
い
正
義
に
よ
る
よ
り
良
い
効
率
の
探
求
。
貧
し
い
人
々
の
み
な
ら
ず
、
特
権
者
に
も
要
求
さ
れ
る
財
政
再
建

と
く
に
両
院
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
納
税
身
分
証
明
書
に
よ
る
脱
税
の
精
力
的
な
抑

止
（
拍
手
）
。

③
経
済
面
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
寡
頭
制
の
隠
然
た
る
影
閻
力
に
対
す
る
国
家
の
権
威
と
独
立
の
回
復
。
経
済
の
支
配
に
取
り
く
む
国
民
活

動
の
諸
要
素
へ
の
監
視
に
よ
る
国
の
仲
裁
権
限
の
再
建
。
武
器
の
私
的
取
引
き
の
廃
止
（
拍
手
）
。

④
銀
行
の
分
野
で
は
、
専
制

l'arbitraire
を
前
に
し
て
公
私
の
預
金
の
防
衛
と
貯
金
の
防
衛
。
フ
ラ
ン
ス
銀
行
の
改
革
（
拍
手
）
、

レ）

り
わ
け
理
事
会

C
o
n
s
e
i
l
d
e
 R
e
g
e
n
c
e
の
構
成
と
理
事
の
補
充
方
法
に
お
け
る
修
正
に
よ
っ
て
、
今
後
、
銀
行
の
管
理
運
営
を
確
保

し
つ
つ
で
あ
る

ら
す
意
思
を
宣
言
す
る
。

政
府
支
持
を
従
属
さ
せ
る
よ
う
議
員
に
勧
め
る

る
。
そ
の
召
集
は
予
算
審
議
前
の
好
機
に
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
六
六
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

と
述
べ
ら
れ
た
の
み
で
、
政
治
的
所
属
は
明
確
に
さ
れ
な
か
っ
た
し
、

一
六
七

こ
れ
ら
の
団
体
と
「
行
動
の
土
台
」
作
り
を
め
ざ
す
こ
と
が
語
ら

任
の
共
有
を
要
求
す
る

structive
の
希
望
を
も
、
呼
び
お
こ
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

⑤
議
会
の
分
野
で
は
、
労
働
組
合
と
の
協
力
で
議
会
の
審
議
を
簡
素
化
し
う
る
専
門
機
構
の
設
置
と
内
閣
の
安
定
の
不
可
欠
な
強
化
に

よ
る
政
治
的
民
主
主
義
の
近
代
化
（
拍
手
）
。

で
き
る
だ
け
早
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
選
挙
に
備
え
て
（
お
お
い
に
結
構
＇
．
）
、
急
進
社
会
党
は
自
身
が
定
義
し
た
行
動
綱
領
に
基
づ
い
て
、

全
共
和
派
を
糾
合
す
る
用
意
が
あ
る
と
宣
言
す
る
。

大
会
は
レ
ジ
ー
ム
の
敵
の
通
過
を
阻
止
す
る
決
意
で
あ
る
す
べ
て
の
人
々
の
間
に
全
国
的
規
模
で
実
現
さ
れ
、

日
以
来
、
急
進
党
が
誠
実
に
協
力
し
て
き
た
防
衛
的
で
合
法
的
で
健
全
な
戦
線

u
n
front defensif, legitime et salutaire
で
あ
る
強

力
な
連
合

le
puissant r
a
s
s
e
m
b
l
e
m
e
n
t
を
欣
然
と
し
て
歓
迎
す
る

（
万
雷
の
拍
手
）
。

大
会
は
こ
の
自
発
的
な
接
近
が
、
共
和
派
の
規
律
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
即
時
の
任
務
実
現
の
た
め
の
建
設
的
連
合

u
n
e

急
進
社
会
党
が
そ
の
完
全
な
独
立
と
教
義
と
を
油
断
な
く
守
る
決
意
の
ま
ま
で
あ
る
な
ら
、
共
和
派
と
の
共
通
の
努
力
が
、
政
府
の
責

（
拍
手
）
場
合
も
あ
り
う
る
と
わ
が
党
は
考
え
る
の
で
、
急
進
社
会
党
は
、
誠
実
で
誠
意
あ
る
全
共
和
派
に
も
れ

な
く
提
案
さ
れ
う
る
行
動
の
上
台
の
探
求
に
、
貢
献
す
る
忠
実
な
願
望
を
主
張
す
る

（
鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
喝
采
）
●
」

こ
の
議
事
日
程
の
な
か
で
は
、
人
民
戦
線
は
「
防
衛
的
で
合
法
的
で
健
全
な
戦
線
」
と
定
義
さ
れ
、
連
合
内
で
の
共
産
党
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
不
問
に
付
さ
れ
た
。
ま
た
人
民
戦
線
の
目
的
は
「
共
和
派
の
規
律
の
拡
大
と
即
時
の
任
務
実
現
」
と
さ
れ
た
が
、
「
即
時
の
任
務
」

が
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
人
民
戦
線
の
構
成
団
体
に
つ
い
て
も
、
「
誠
実
で
誠
意
あ
る
全
共
和
派
」

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
場
合
で
す
ら
、
急
進
党
は
「
完
全
な
独
立
と
教
義
と
を
油
断
な
く
守
る
決
意
の
ま

ま
で
あ
る
な
ら
」
と
い
う
、
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
会
を
通
じ
て
、
人
民
戦
線
に
つ
い
て
真
の
議
論
は
な
さ
れ
ず
、
人
民

．
 

u
m
o
n
 
con-

一
九
＿
・
-
五
年
七
月
＿
四
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る

（
新
た
な
拍
手
）
。
」

題
に
移
る
の
で
あ
る
。

戦
線
戦
術
は
暗
々
裏
の
う
ち
に
批
准
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
ベ
ル
ス
テ
ン
の
見
解
は
、

(36) 

正
鵠
を
射
た
も
の
と
言
い
う
る
。

(37) 

大
会
最
終
日
に
セ
ザ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ン
キ
が
朗
読
し
た
党
宣
言
も
、
同
じ
基
調
の
も
と
起
草
さ
れ
て
い
た
。
カ
ン
パ
ン
キ
は
「
わ
が
党

の
良
心
で
あ
り
指
導
者
」
た
る
エ
リ
オ
総
裁
を
讃
え
た
あ
と
で
、
大
会
で
審
議
さ
れ
た
事
項
を
逐
次
、
総
括
し
た
。

グ
と
人
民
戦
線
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
箇
所
を
、
検
討
し
よ
う
。

カ
ン
パ
ン
キ
は
、
右
翼
紙
の
反
英
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
厳
し
く
非
難
し
、

制
裁
を
要
求
す
る
が
、
同
時
に
万
人
の
た
め
に
な
る
調
停
の
可
能
性
の
探
求
を
も
要
求
し
て
外
交
問
題
を
終
え
た
。
そ
し
て
リ
ー
グ
の
問

「
欧
州
の
地
平
線
が
な
お
脅
威
に
お
お
わ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
国
内
の
状
況
は
曖
昧
模
糊
と
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
現
在
、
否
定
し
え

ぬ
不
快
が
全
政
党
に
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

反
共
和
的
リ
ー
グ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
煽
動
が
そ
の
主
要
な
一
因
で
あ
り
、

る
（
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
）
。
世
論
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
す
で
に
、
流
血
の
衝
突
を
惹
き
起
こ
し
た
反
逆
的
陰
謀
の
鎮
圧
を
要
求
し
て
い

か
く
語
っ
て
カ
ン
パ
ン
キ
は
、
政
府
に
法
を
厳
格
に
適
用
す
る
強
固
な
意
思
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
財
政
・
農
業
・
在
郷
軍

人
・
失
業
・
植
民
地
な
ど
の
問
題
へ
の
処
方
箋
を
提
ポ
し
た
あ
と
、

行
動
は
、

す
で
に
、

イ
タ
リ
ア
に
対
し
て
国
際
連
盟
規
約
と
一
致
す
る
経
済
・
金
融

リ
ー
グ
の
武
装
解
除
と
解
散
は
た
だ
ち
に
必
要
で
あ

か
れ
は
共
和
派
の
団
結
を
訴
え
た
。

そ
れ
で
は
右
翼
リ
ー

「
以
卜
は
、
わ
が
党
が
関
心
を
寄
せ
る
大
改
革
の
い
く
つ
か
で
あ
る
。
わ
が
党
は
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
決
意
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
党
の

も
し
孤
立
し
た
ま
ま
な
ら
有
効
た
り
え
ぬ
お
そ
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
他
の
左
翼
政
党
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
左
翼
政
党
は

七
月
．
四
日
の
壮
大
な
大
衆
的
ぷ
威
運
動
の
な
か
で
結
合
し
（
拍
手
）
、

共
和
制
度
と
公
的
自
由
を
守
ろ
う
と
望
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
に
熱
狂
を
か
き
た
て
た
（
拍
手
）
。
こ
れ
ら
の
政
党
が
、
積
極
的
な
政
府
活
動
を
め
ざ
す
共
同
綱
領
に
基
づ
い
て
団
結
し
う
る
な
ら
、

. 

ー→ノ‘
}¥ 
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

一
六
九

無
敵
で
あ
る
で
あ
ろ
う
（
万
雷
の
拍
手
）
。

ユ
ニ
オ
ン

今
や
可
能
と
な
っ
た
連
合
は
、
共
和
秩
序
の
貴
屯
な
保
証
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
望
み
さ
え
す
れ
ば
、

ナ
シ
オ
ン

ラ
ボ
ー
、
ブ
ラ
ボ
ー
、
拍
手
喝
采
）
、
平
和
は
正
義
に
よ
っ
て
再
び
樹
立
さ
れ
、
国
民
は
近
代
封
建
制
か
ら
解
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
た

か
も
国
民
が
、
か
つ
て
旧
制
度
の
封
建
制
を
打
倒
し
た
よ
う
に
（
万
雷
の
拍
手
）
。
」

こ
の
党
宣
言
に
お
け
る
人
民
戦
線
の
扱
い
は
、

1

般
政
策
の
議
事
日
程
よ
り
後
退
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
党
宣
言
の
な
か
で

は
、
共
同
綱
領
に
基
づ
く
左
翼
の
団
結
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
党
宣
汀
に
も
議
事
日
程
に
も
、
「
人
民
戦
線
」
は
お
ろ

か
「
人
民
連
合
」
と
い
う
表
現
す
ら
散
見
し
え
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
急
進
党
の
人
民
戦
線
へ
の
熱
狂
の
不

在
を
傍
証
し
て
い
る
し
、
こ
れ
は
ま
た
、
パ
リ
党
大
会
の
、
E
要
テ
ー
マ
が
、
人
民
戦
線
で
は
な
く
て
右
翼
リ
ー
グ
と
経
済
問
題
で
あ
っ
た

(38) 

こ
と
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。

従
っ
て
人
民
戦
線
の
問
題
は
、
大
会
で
は
十
分
、
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
般
政
策
の
審
議
の
と
き
、
ミ
ヨ
ー
ら
人
民
戦
線
に
批
判
的

な
右
派
が
一
人
も
登
壇
し
な
か
っ
た
た
め
、
一
層
、
議
論
は
白
熱
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
右
派
も
党
内
で
の
自
己
の
劣
勢
を

意
識
し
、
人
民
連
合
が
伝
統
的
な
左
翼
連
合
に
と
ど
ま
り
、
防
衛
的
性
格
を
も
つ
限
り
、
忍
従
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
右
翼
リ
ー

グ
ヘ
の
怒
り
が
、
党
内
に
横
溢
し
て
い
た
こ
と
の
表
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
カ
ン
パ
ン
キ
も
述
べ
る
ご
と
く
、
「
人
民
戦
線
と
は
必
要
に
よ
っ

(39) 

て
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
即
典
的
産
物

u
n
e
improvisation
で
あ
り
、
許
し
が
た
い
挑
発
へ
の
反
論
で
あ
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ジ
ャ

ン
・
ゼ
ー
が
「
人
民
戦
線
の
創
始
者
は
、
共
産
党
で
も
社
会
党
で
も
急
進
党
で
も
な
い
。
そ
れ
は
ラ
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ク
ロ
ワ
・
ド
・
フ
ー

(40) 

の
総
裁
—
~
筆
者
）
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
事
実
は
、
皮
肉
も
こ
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
急
進
党
の
人
民
戦
線
観
を
率
直
に
表
明

し
て
い
て
興
味
深
い
。

こ
の
党
大
会
の
意
味
を
、
『
ル
・
タ
ン
』
の
論
説
が
正
確
に
把
握
し
て
い
る
。
『
ル
・
タ
ン
』
は
、
「
賢
者
が
狂
人
に
勝
利
し
た
」
と
記
し

て
急
進
党
が
ス
テ
イ
タ
ス
・
ク
オ
ー
を
維
持
し
た
こ
と
を
讃
え
た
が
、
そ
れ
で
も
急
進
党
内
の
人
民
戦
線
に
好
意
的
な
心
理
状
態
は
、
ラ

フ
ァ
シ
ズ
ム
は
跛
屋
せ
ず
（
ブ
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さ
せ
る
伏
線
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

の
内
実
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
定
義
か
ら
は
ず
れ
る
一
二
六
年
の
総
選
挙
後
の
予
期
せ
ぬ
事
態
は
、

(
l
)
大
会
直
前
ま
で
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和
行
、
前
掲
論
文
（
、
七
四
＼
ヒ
ヒ
頁
。

(
2
)

一
九
一
几
年
の
小
麦
と
ぶ
ど
う
酒
の
価
格
を
．

0
0
と
す
れ
ば
、
一
●

1

五
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
．
と
四
九
に
暴
落
し
た
の
で
あ
る
。
G
e
o
r
g
e
s
D
u
p
e
u
x
,
 L
e
 

F
r
o
ミ
P
o
p
u
[
d
i
.
r
e
e
f
l
e

こ
言
:ans
d
e
 1
9
3
6
 
(Paris, 1
9
5
9
)
,
 
p. 2
7
.
 

(
3
)
 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
5
,
 
p. 4
8
1
.
 
こ
れ
は
「
党
宣
言
」
の
な
か
の
け
薬
で
あ
る
。

(
4
)
 
Ibid., 
p
p
.
 2
4
1
-
2
8
6
.
 

(
5
)

一
九
二
八
年
の
ア
ン
ジ
ェ
党
大
会
の
結
果
、
急
進
党
の
閣
僚
が
辞
任
し
、
ポ
ア
ン
カ
レ
内
閣
が
桂
冠
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
急
進
党
の
大
会

決
議
に
よ
る
倒
閣
を
こ
う
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

L
a
r
m
o
u
r
,
op. 
cit., 
p. 2
6
.
 

『
ル
・
タ
ン
』
は
パ
リ
党
大
会
が
「
ア
ン
ジ
ェ
の
一
撃
」
を
繰
り

返
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

L
e
T
e
m
p
s
,
 2
8
 0
 c
t
o
b
r
e
 1
9
3
5
,
 
p. 1
.
 

(
6
)
 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
5
,
 
p. 2
4
4
.
 

(
7
)
 
M
i
c
h
e
l
 S
o
u
l
i
e
,
 
L
a
 vie 
politique 
d
'
E
d
o
u
a
r
d
 H
e
r
r
i
ミ
（
Paris,
1
9
6
2
)
,
 
pp. 4
6
5
-
4
6
6
.
 

(
8
)
 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
5
,
 
p. 2
4
 
7
.
 

(
9
)
も
っ
と
も
次
の
•
1

つ
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
＾
に
急
進
党
も
軍
事
制
裁
ま
で
衿
え
て
お
ら
ず
、
経
済
金
融
制
裁
に
限
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
植

民
地
お
よ
び
原
料
の
配
分
と
い
う
問
題
は
、
イ
タ
リ
ア
に
も
他
国
に
も
提
起
さ
れ
う
る
問
題
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(Ibid,
pp. 2
4
 7ー

2
5
2
,

)
こ
。

て
し

t

ー才

共
同
綱
領
は
、

こ
れ
か
ら
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
を
混
乱

こ
れ
が
パ
リ
党
大
会
の
人
民
戦
線
に
関
す
る

合
で
あ
っ
た
。

「
満
場
一
致
」

し
か
も
「
共
和
派
の
規
律
の
拡
大
」

と
い
う
表
現
に
窺
知
し
う
る
よ
う
に
、

選
挙
連
合
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ

政
策
を
も
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
急
進
党
が
定
義
す
る
連
合
政
策
と
は
、

共
和
秩
序
を
擁
護
す
る
た
め
の
伝
統
的
な
左
翼
連

結
局
、

三
五
年
の
党
大
会
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、

急
進
党
は
ラ
ヴ
ァ
ル
内
閣
に
最
後
通
牒
を
発
し
な
い
が
、

ヴ
ァ
ル
内
閣
の
休
戦
政
策
と
両
立
せ
ず
、

(41) 

党
大
会
は
「
本
質
的
矛
盾
」
を
も
示
し
た
と
不
安
の
色
を
隠
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

左
翼
政
党
と
の
連
合

一
七
〇
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(27) 

(28) 

(29) 

(25) 
Ibid., p
p
.
 3

8
2
 
|
 

4
0
1
.
 

(26)
リ
ュ
カ
ー
ル
は
す
で
に
六
月
ニ
―
一
日
に
、
準
軍
隊
組
織
の
活
動
を
規
制
す
る
法
案
の
審
議
を
要
求
し
、
ラ
ヴ
ァ
ル
首
相
に
拒
否
さ
れ
て
い
た
。
渡
辺
和
行
、

前
掲
論
文
(
‘
七
五
頁
。

L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
5
,
 p. 4
1
4
.
 
こ
の
時
期
の
エ
リ
オ
の
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
和
行
、
前
掲
論
文
口
、
八
〇
＼
八
二
頁
。

A
l
e
x
a
n
d
e
r
 W
e
r
t
h
,
 T
h
e
 D
e
s
t
i
n
y
 o
f
 F
r
a
n
c
、
C
(
L
o
n
d
o
n
,
1
9
3
7
)
,
 
p. 1
8
7
.
 
ワ
ー
ス
に
よ
れ
ば
緊
急
令
は
、
①
機
動
隊
の
定
員
増
、
②
集
会
の
届
け

出
制
、
③
火
器
の
所
有
に
つ
い
て
の
規
制
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
た
。

E
d
o
u
a
r
d
 H
e
r
r
i
o
t
 :
 Tadis 
II, 
D
'
u
n
e
 g
u
e
r
r
e
 ii 
l'autre 1
9
1ド

l
]9
3

6

 
(Paris, 1
9
5
2
)
,
 
p. 6
0
2
.
,
 
L
e
 T
e
m
p
s
,
 2
7
 o
c
t
o
b
r
e
 1
9
3
5
,
 
p. 5
.
 i

即
日
の

一
般
政
策
委
員
会
で
も
、
こ
の
緊
急
令
は
、
ジ
ャ
ン
・
ゼ
ー
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
た
。
I
b
i
d
.
,
2
6
 0
 c
t
o
b
r
e
 1
9
3
5
,
 
p. 3
.
 

(30) 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
5
 ̀

 pp
.
 4
0
1ー

4
1
2
.

(31)
こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は

、

渡

辺

和

行

、

前

掲

論

文

（

、

八

〇

＼

八

．

頁

。

(32)
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
演
説
の
な
か
で
、
「
内
戦
を
避
け
る
こ
と
」
や
、
「
わ
れ
わ
れ
在
郷
軍
人
が
対
外
戦
争
の
恐
怖
を
経
験
し
た
あ
と
で
、
同
じ
祖
国
の
息
子
た

ち
の
間
に
、
内
戦
と
い
う
よ
り
悪
い
恐
怖
を
わ
れ
わ
れ
は
再
び
見
た
く
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、
か
れ
の
平
和
、
E
義
を
示
唆
し
て
い
て
興
味
深

い
。
L
e
C
o
n
g
r
,
 籾

e
n
]9
3
5
,
 p. 4
0
8
.
 

(33) 
Ibid., 
p
p
.
 4

1
3
-
4
2
2
.
 

(34) 
Ibid., p
p
.
 4
2
2
,
 4
2
6
-
4
2
9
.
 
も
っ
と
も
エ
リ
オ
の
総
裁
職
は
ニ
カ
月
と
続
か
ず
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
新
総
裁
に
選
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
渡
辺
和
行
、
前
掲

論
文
（
、
八
〇
＼
八
．
↓
頁
。
な
お
ベ
ル
ス
テ
ン
は
、
こ
の
総
裁
交
替
に
よ
っ
て
エ
リ
オ
の
「
活
動
的
な
政
治
の
舞
台
は
閉
幕
し
た
」
と
す
ら
記
し
て
い
る
。

B
e
r
s
t
e
i
n
 ̀
o
p
.
c
i
l
.」

p.
4
0
6
.
 

L
e
 C
o
 ̀igr舒

e
n
]9
3
5
,
 p
p
.
 4
2
2
-
4
2
5
.
 

(35) 

(36) 

(37) 

(38) 
Berstein, 
op. 
cit., 
p
p
.
 3

7
7ー

3
7
9
.

L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
5
,
 
p
p
.
 4

7
7ー

4
8
3
.

は
も
っ
と
は
っ
き
り
と
、

『
レ
．
タ
ン
qn」

ー
1
9
3
5
 `
 
p. 1
.
 

(39) 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
er 
~]羞

p.
3
3
0
.
 

(
4
0
)
I
b
i
d
.
｀
 
p. 3
7
6
.
 

「
本
質
的
な
唯

1

の
テ
ー
マ
は
…
…
リ
ー
グ
の
問
題
」

七
／
＼
七
二
、

で
あ
る
と
観
察
し
て
い
る
。

L
e
 T
e
m
p
s
,
 2
7
 0
 c
t
o
b
r
e
 

一
七
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

一
九
三
六
年
―

0
月
二
二
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
急
進
党
は
ピ
レ
ネ
ー
国
境
に
近
い
フ
ラ
ン
ス
西
南
端
の
地
方
都
市
ビ
ア
リ
ッ
ツ
に
お

い
て
、
第
三
三
回
党
大
会
を
開
催
し
た
。

済
・
社
会
の
ほ
と
ん
ど
全
領
域
で
休
戚
あ
い
な
か
ば
の
新
た
な
経
験
を
し
て
い
た
。

内
閣
は
、
矢
継
ぎ
ば
や
に
政
治
・
経
済
・
社
会
面
で
の
改
革
を
断
行
し
た
。
し
か
し
他
方
で
人
民
戦
線
政
府
は
、

場
占
拠
ス
ト
ラ
イ
キ
、

パ
リ
党
大
会
か
ら
丁
度
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
、
平
価
切
下
げ
と
い
う
難
問
と
も
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
激
動
の
一
年
を
総
括
す
る
大
会
の
雰
囲
気
は
、
初
日
の
事
件
か
ら
推
し
測
ら
れ
た
。
午
後
二
時
半
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
総
裁
が
開
会
の

辞
を
述
べ
に
議
長
席
に
着
い
た
と
き
、
「
奇
妙
だ
が
重
要
な
ポ
威
が
生
じ
た
」

ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
を
歌
い
、
手
を
さ
し
の
べ
て
「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
挨
拶
」

の
代
議
員
は
結
束
し
て
起
ち
あ
が
り
、

首
を
迎
え
た
。
こ
れ
に
対
し
左
派
の
青
年
急
進
派
J

eunes radicaux
は
、
握
り
拳
の
人
民
戦
線
挨
拶
で
反
撃
し
た
が
右
派
に
圧
倒
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
妨
害
で
総
裁
は
し
ば
し
演
説
も
で
き
ず
、
壇
上
で
仔
立
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。

の
弁
七
が
登
壇
す
る
た
び
に
、
「
モ
ス
ク
ワ
ヘ
行
け
」
と
か
「
急
進
派
の
与
党
を
」
と
叫
ん
で
、
人
民
戦
線
へ
の
敵
意
を
隠
さ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
確
か
に
如
上
の
混
乱
は
、
党
員
証
の
操
作
に
よ
っ
て
近
隣
の
南
部
諸
県
連
か
ら
保
守
派
が
大
量
に
動
員
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
、

意
図
的
な
混
乱
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
。
し
か
し
右
派
の
こ
の
示
威
は
、
党
内
に
保
守
派
の
不
満
が
鬱
積
し
て
い
る
こ
と
を
徴
憑
す
る
に

ピ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会

（
三
六
年
一

0
月）

(41) 
L
e
 T
e
m
p
s
.
 2
8
 et 2
9
 0
 c
t
o
b
r
e
 1
9
3
5
.
 
p. 1
 

こ
の
後
も
右
派
の
代
議
員
は
、
左
派

（
ケ
ー
ゼ
ル
）

で
党

（
『
ル
・
タ
ン
』
）
。
右
派
の
急
進
青
年
団
を
中
心
と
し
た
多
く

フ
ラ
ン
ス
史
上
、
初
め
て
誕
生
し
た
社
会
党
首
班
の

こ
れ
ま
た
史
上
初
の
エ

一
七
三

一
年
が
経
過
し
て
い
た
。
こ
の
一
年
間
に
、

フ
ラ
ン
ス
は
政
治
・
経

4 -3-645 (香法'85)



こ
の
不
満
が
右
派
の
間
に
存
在
し
た
だ
け
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

(
4
)
 

の
な
か
に
す
ら
、
人
民
戦
線
へ
の
不
安
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

か
か
る
不
満
や
ら
不
安
は
、
春
の
総
選
挙
で
の
急
進
党
の
敗
北
と
共
産
党
の
大
躍
進
、
そ
れ
に
ス
ペ
イ
ン
内
戦
へ
の
介
入
要
求
と
い
っ

た
共
産
党
の
行
動
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
三
五
年
の
党
大
会
が
、
右
翼
リ
ー
グ
の
問
題
に
費
さ
れ
た
と
す
る
な

ら
、
三
六
年
の
党
大
会
は
、
共
産
党
と
の
関
係
の
問
題
に
費
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

に
付
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
が
近
づ
く
と
と
も
に
、

(
6
)
 

党
の
関
係
で
あ
っ
た
。
共
産
党
へ
の
急
進
派
内
部
の
苛
立
ち
は
、
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
急
進
派
の
不
安
を

鎮
め
る
た
め
に
、
社
共
両
党
は
声
明
を
発
し
、
政
府
も
行
動
を
お
こ
す
に
い
た
る
。
ブ
ル
ム
首
相
と
ロ
ジ
ェ
・
サ
ラ
ン
グ
ロ

R
o
g
e
r
S
a
l
e
n
 ,
 

g
r
o

内
相
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
集
会
で
秩
序
と
安
定
を
訴
え
、
．

0
月
七
日
と
．
五
日
に
は
、
初
め
て
工
場
を
占
拠
す
る
労
働
者
を
実
力
で

排
除
し
、
急
進
派
に
秩
序
維
持
の
毅
然
た
る
態
度
を
示
し
た
。
共
産
党
中
央
委
員
会
は
一

0
月
一
七
日
、
急
進
党
総
裁
に
書
簡
を
送
り
、

公
秩
序
と
法
と
私
的
所
有
を
尊
屯
し
、
自
由
と
平
和
を
擁
護
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。
労
働
総
同
盟

C
G
T
も
急
進
党
大
会
に
祝
電

を
送
り
、
自
由
と
民
主
主
義
と
平
和
を
擁
護
し
、
国
民
経
済
の
復
興
に
協
力
し
、
秩
序
と
合
法
性
の
枠
内
で
の
改
革
を
め
ざ
す
こ
と
を
誓

(
9
)
 

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
左
翼
の
こ
れ
ら
の
働
き
か
け
も
、
忽
進
党
の
不
安
を
鎮
め
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

(10) 

さ
て
ダ
ラ
デ
ィ
エ
総
裁
の
開
会
の
辞
に
も
ど
ろ
う
。
総
裁
は
、

行
さ
れ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
少
し
前
の
「
熱
狂
」
を
戌
め
た
。
総
裁
は
ま
す
、
党
大
会
が
内
外
の
重
大
な
時
局
の
な
か
で
開
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
大
会
の
責
任
も
重
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ケ
ー
ゼ
ル
は
左
派

一
五
分
の
仔
立
後
、
大
会
が
「
秩
序
と
威
厳
と
冷
静
さ
」

の
な
か
で
続

そ
し
て
総
裁
は
人
民
戦
線
の
弁
護
論
を
展
開
し
、
党
の
団
結
を
求
め
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
弁
護
論
は
人
民
戦
線
の
積
極
的
擁
護
と
い
う
よ
り
、

1̂
-11
年
党
大
会
の
曖
昧
な
規
定
の
再
確
認
と
ブ
ル
ム
政
府
の
政
策
の
弁
護

で
あ
っ
た
。
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
次
の
こ
と
を
語
っ
た
。
急
進
党
は
そ
の
教
義
と
思
想
を
犠
牲
に
し
て
い
な
い
こ
と
、
「
人
民
戦
線
と
い
う
新
し

3
)
 

十
分
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
看
過
し
え
な
い
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
関
心
を
集
め
た
の
は
共
急
両

こ
の
問
題
は
パ
リ
党
大
会
で
は
、
不
問

一
七
四
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

人
心
の
宥
和
と
同
意
」
が
生
ま
れ
、
「
何
人
に
も
傷
を
残
さ
な
い
」
希
望
を
表
明
し
た
。
初
日
の
事
件
が
い
か
に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
か
を
、

こ
の
発
言
は
示
唆
し
て
い
る
。
議
長
は
続
け
て
、
右
派
の
苛
立
ち
に
理
解
を
示
し
た
が
、
秩
序
の
維
持
を
要
求
し
に
き
た
諸
君
が
、
「
無
秩

序
の
例
を
示
す
な
ら
逆
説
的
だ
」
と
述
べ
て
、
代
議
員
に
秩
序
あ
る
大
会
運
営
を
求
め
た
。

一
般
政
策
の
会
議
の
議
長
を
勤
め
た
シ
ョ
ー
タ
ン
国
務
大
臣
は
、
開
ロ
一
番
、

ヽ

ーrt 
と
紛
争
の
な
か
に
お
い
て
で
は
な
い
と
明
言
し
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
七
五

こ
の
会
議
か
ら
「
急
進
派
の
統
一
の
維
持
の
み
な
ら
ず
、

一
般
政
策
の
会
議
で
混
乱
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ

ユ
ニ
オ
ン

い
名
を
も
つ
全
左
翼
の
連
合
」
に
加
わ
ら
な
け
れ
ば
、
党
は
選
挙
で
も
っ
と
多
く
を
失
っ
た
こ
と
、
党
の
多
数
は
政
府
が
提
案
し
議
会
が

可
決
し
た
社
会
改
革
の
多
く
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
、
労
働
者
の
な
か
に
ゆ
き
す
ぎ
は
確
か
に
存
在
し
、

由
・
共
和
秩
序
・
法
・
私
的
所
有
の
尊
屯
と
い
う
観
点
か
ら
、
六
月
以
来
、
「
静
謡
と
理
性
と
社
会
平
和
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
こ
と
、

現
在
、
与
党
の
分
裂
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
人
民
戦
線
が
「
秩
序
と
平
和
の
な
か
で
」
活
動
を
続
け
る
な
ら
、
人
民
戦
線
は
維
持
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
こ
と
を
総
裁
は
訴
え
た
。
私
的
両
有
の
尊
屯
が
、
［
場
占
拠
へ
の
非
難
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
を

ま
た
な
い
。
こ
の
演
説
は
あ
る
意
味
で
、
右
派
の
不
満
に
も
気
を
配
っ
た
も
の
と
言
い
う
る
が
、
し
ば
し
ば
野
次
や
演
説
妨
害
に
晒
さ
れ
、

一
般
政
策
の
会
議
ま
で
「
諸
君
の
野
次
や
騒
ぎ
を
残
し
て
お
き
な
さ
い
」

そ
れ
に
対
し
て
党
は
個
人
の
自

と
、
不
満
を
口
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
演
説
の
な
か
で
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
、
人
民
戦
線
の
活
動
を
「
秩
序
と
平
和
の
な
か
で
」
行
な
う
の
で
あ
っ
て
、
無
秩
序

一
般
政
策
は
大
会
三
日
目
の
午
後
に
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
初
日

一
般
政
策
で
の
左
右
両
派
の
対
立
の
伏
線
と
な
っ
た
。
大
会
二
日
目
ま
で
巧
み
に
避
け
ら
れ
て
き
た
両
派
の
対
立
が
、

つ
い
に
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。
↓
こ
日
目
の
午
前
に
、
議
員
団
の
活
動
報
告
を
し
た
ガ
ス
ト
ン
・
マ
ナ
ン

G
a
s
t
o
n
M
a
n
e
n
t
 
(
下
院

議
員
）
が
、
「
行
動
に
お
け
る
慎
重
さ
と
思
想
に
お
け
る
大
胆
さ
」
を
訴
え
た
の
も
、

っ
た
。

の
事
件
は
、

か
く
て
波
濶
含
み
の
党
大
会
は
、

ダ
ラ
デ
ィ
エ
も
、

そ
し
て
シ
ョ
ー
タ
ン
は
秩
序
・
法
・
社
会
平

こ
の
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和
の
尊
重
と
い
っ
た
諸
君
の
関
心
は
、
急
進
派
大
臣
の
行
動
を
鼓
舞
し
て
き
た
関
心
で
も
あ
る
し
、
「
最
近
、
議
会
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た

諸
措
置
は
、

わ
れ
わ
れ
の
綱
領
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
る
と
語
っ
て
、
ブ
ル
ム
内
閣
支
持
を
間
接
的
に
表
明
し
、
社
会
改
革
が

(12) 

秩
序
と
法
の
尊
重
の
な
か
で
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
て
右
派
の
緩
撫
に
努
め
る
の
で
あ
る
。
議
長
の
こ
の
発
言
は
、
総
裁
の
立
場

一
般
政
策
委
員
会
の
報
告
者
た
る
カ
ン
パ
ン
キ
下
院
議
員
団
団
長
を
指
名
し
た
。
本
来
な
ら

ば
、
か
れ
が
基
調
報
告
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
内
部
の
対
立
ゆ
え
に
基
調
報
告
を
ま
と
め
き
れ
ず
、
議
事
日

程
も
な
い
単
な
る
報
告
者
と
し
て
登
壇
す
る
異
常
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
パ
ン
キ
は
、
社
会
的
混
乱
を
生
み
出
し
て
い

（い）

る
占
拠
の
糾
弾
と
、
人
民
連
合
の
擁
護
の
二
つ
を
主
張
し
た
。
か
れ
は
党
内
に
不
一
致
や
不
安
、
躊
躇
や
敵
意
を
生
じ
さ
せ
た
理
由
を
、

工
場
・
商
店
・
農
場
に
お
け
る
違
法
な
占
拠
ス
ト
ラ
イ
キ
に
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。

拠
を
、
外
国
に
フ
ラ
ン
ス
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
化
し
た
と
倍
じ
さ
せ
る
原
因
で
あ
る
と
指
弾
す
る
。

急
進
党
の
ド
ク
ト
リ
ン
に
話
を
移
し
つ
つ
、
人
民
連
合
を
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。

綱
領
か
ら
、
党
は
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
急
進
派
は
あ
ら
ゆ
る
独
裁
に
反
対
し
、
自
由
と
社
会
秩
序
を
擁
護
し
、
法
を
尊
重

す
る
点
で
共
産
党
と
は
一
線
を
画
す
が
、
穏
健
化
し
た
共
産
党
は
信
頼
し
う
る
こ
と
、
代
替
政
府
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
不
可
能
で
あ

る
以
上
、
急
進
党
は
政
府
危
機
を
惹
き
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
要
約
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
擁
護
論
は
、
大
会
で
共
産
党
と
の
分

(14) 

裂
を
獲
得
す
る
と
宣
言
し
て
い
た
エ
ミ
ー
ル
・
ロ
ッ
シ
ュ
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
右
派
を
代
表
し
て
ノ
ー
ル
県
連
会
長
の
ロ
ッ
シ
ュ
が
登
壇
し
、
大
会
で
共
急
閃
係
の
問
題
が
明
確
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
を
求

(15) 

め
た
。
か
れ
の
演
説
は
、
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
形
で
右
派
の
見
解
を
代
弁
し
て
い
る
だ
け
に
、
検
討
に
価
す
る
。
か
れ
は
演
説
の
す
べ
て
を
、

共
産
党
批
判
に
あ
て
た
。
そ
の
目
的
は
、

共
産
党
の
人
民
戦
線
戦
術
の
背
後
に
あ
る
「
真
の
意
図
」
を
、
代
議
員
の
前
で
刷
扶
す
る
こ
と

シ
ョ
ー
タ
ン
は
弁
士
の
一
番
手
と
し
て
、

に
近
か
っ
た
。

か
れ
は
「
人
民
戦
線
綱
領
の
な
か
に
は
な
い
」
占

し
か
し
こ
の
あ
と
議
員
団
団
長
は
、

そ
の
論
理
は
、
部
分
的
に
急
進
党
の
も
の
で
あ
る
共
同

一
七
六
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で
あ
っ
た
。

ト
レ
ー
ズ
、

ヽ

ピ
ー
ク

カ
シ
ャ
ン
、

人
を
外
国
の
権
力
に
隷
従
さ
せ
る
手
段
で
し
か
な
か
っ
た
。
か
れ
は
こ
の
こ
と
を
代
議
員
に
証
明
す
る
た
め
に
、
レ
ー
ニ
ン
、
デ
ュ
ク
ロ
、

そ
れ
に
マ
ル
ク
ス
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
自
身
の
発
言
を
ふ
ん
だ
ん
に
援
用
し
た
。
そ
し
て
ノ
ー

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
樹
立
へ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
六
月
以
降
の
共
産
党
の
行
動
を
描
い
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
五
月
の
共
産
党
の
入
閣
拒
否
は
、
議
会
外
で
の
大
衆
運
動
の
た
め
に
行
動
の
自
由
を
保
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
解
釈

さ
れ
た
。
六
月
の
工
場
占
拠
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波
は
、
共
産
党
細
胞
の
指
令
に
基
づ
い
て
始
め
ら
れ
た
と
、
事
実
を
曲
げ
て
ま
で
断
言
さ
れ

た
。
八
月
か
ら
は
共
産
主
義
者
は
、

ッ
ド
政
府
に
武
器
や
大
砲
を
供
給
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、

す
る
こ
と
を
迫
っ
て
お
り
、

ル
県
連
会
長
は
、

一
七
七

フ
ラ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
フ
ラ
ン
ス
を
巻
き
こ
も
う
と
し
て
、
至
る
所
で
集
会
や
デ
モ
を
組
織
し
、

(16) 

共
産
党
が
一
二
五
年
七
月
一
四
日
の
誓
い
に
違
反
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
た
。

ロ
ッ
シ
ュ
は
次
い
で
、
共
産
党
を
共
和
国
防
衛
部
隊
と
考
え
る
ゲ
ル
ヌ
ュ
や
ア
ル
ベ
ー
ル
・

バ
イ
エ

A
l
b
e
r
t
B
a
y
e
t
ら
左
派
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
、
最
後
に
独
自
の
議
事
日
程
を
朗
読
し
て
降
壇
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
議
事
日
程
は
、
共
産
党
批
判
で
一
貫
し
て
い
た
。
そ
れ
に
は
、
共
産
党
が
①
ス
ペ
イ
ン
不
干
渉
政
策
へ
の
反
対
、
⑮
占
拠
ス
ト
ラ

ィ
キ
、
り
デ
マ
ゴ
ギ
ー
的
な
政
府
批
判
、
④
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
の
樹
立
を
め
ざ
す
暴
力
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
放
棄
せ
ず
、
人
民
連
合
の
規

約
や
綱
領
を
侵
犯
し
続
け
る
な
ら
、
急
進
党
は
、
「
一
九
三
六
年
五
月
か
ら
左
翼
四
政
党
を
結
ぶ
協
定
の
共
産
党
に
よ
る
破
棄
を
、
確
認
せ

ざ
る
を
え
な
い
と
宣
言
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
議
事
日
程
は
、
共
産
党
に
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
の
樹
立
」
と
い
う
綱
領
を
放
棄

そ
れ
は
共
産
党
に
は
と
う
て
い
容
認
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

急
進
主
義
の
新
し
い
顔
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

か
れ
の
演
説
は
右
派
に
、

惹
起
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
絶
縁
状
は
、
カ
ン
パ
ン
キ
が
最
も
恐
れ
る
政
府
危
機
を
惹
き
起
こ
す
に
十
分
な
内
容

を
も
っ
て
い
た
。
と
も
あ
れ
ロ
ッ
シ
ュ
の
演
説
は
、
反
共
批
判
の
激
し
さ
で
際
だ
っ
て
お
り
、
急
進
青
年
団
の
騒
々
し
い
示
威
と
並
ん
で
、

い
わ
ば
騎
虎
の
勢
い
を
得
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
共
産
党
に
と
っ
て
人
民
戦
線
と
は
、

ロ
ッ
シ
ュ
は
主
観
的
に
は
、
政
府
危
機
を

フ
ラ
ン
ス
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
レ
ジ
ー
ム
を
樹
立
し
、

マ
ド
リ
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こ
の
よ
う
な
右
派
の
攻
勢
に
対
し
て
左
派
も
反
撃
し
た
。

ロ
ッ
シ
ュ
の
あ
と
に
登
壇
し
た
ケ
ー
ゼ
ル
が
、

そ
の
先
鋒
を
つ 「共

る
で
あ
ろ
う
。
…
…
わ
れ
わ
れ
は

マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
は
今
大
会
で
、
「
共
和
国
の
利

d
e
a
u、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ボ
ネ

G
e
o
r
g
e
s
B
o
n
n
e
t
は、

(18) 

ま
た
こ
の
ロ
ッ
シ
ュ
の
演
説
は
、
急
進
党
の
人
民
連
合
へ
の
加
入
の
動
機
を
語
っ
て
い
る
こ
と
で
も
注
目
に
価
し
た
。
か
れ
は
右
翼
リ

ー
グ
に
よ
る
党
首
脳
へ
の
攻
撃
、
経
済
恐
慌
、
公
的
自
由
の
擁
護
、
左
翼
連
合
し
か
可
能
な
選
挙
連
合
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、
そ

の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
五
月
三
日
の
選
挙
で
、
ノ
ー
ル
県
で
は
共
和
派
の
規
律
が
「
極
左
」
に
有
利
に
機
能
し
た
こ
と
に

不
満
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
選
挙
の
考
慮
の
ウ
ェ
ー
ト
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
い
う
る
。

こ
の
あ
と
登
壇
し
た
弁
士
の
う
ち
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ド
ミ
ニ
ク

Alfred
D
o
m
i
n
i
q
u
e
、
ポ
ー
ル
・
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー

P
a
u
l
M
a
r
c
h
a
n
 ,
 

(19) 

ロ
ッ
シ
ュ
を
支
持
し
た
。
も
っ
と
も
そ
の
支
持
は
、

A
・
ド
ミ
ニ
ク
が
積
極
的
で

あ
り
、
他
の
二
人
は
抑
制
さ
れ
ポ
レ
ミ
ッ
ク
で
は
な
か
っ
た
。

序
・
自
由
・
法
の
尊
重
を
訴
え
た
あ
と
で
、

共
産
党
批
判
を
展
開
し
た
。
ド
ミ
ニ
ク
は
ロ
ッ
シ
ュ
と
同
様
の
論
理
で
、

(20) 

ィ
キ
と
ス
ペ
イ
ン
援
助
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
糾
弾
し
た
。
そ
し
て
急
進
党
の
ド
ク
ト
リ
ン
を
再
確
認
し
、

益
と
未
来
」

施
さ
れ
た
「
実
験
が
終
わ
る
日
に
は
、

和
秩
序
と
レ
ジ
ー
ム
の
運
命
」
が
急
進
党
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

A
・
ド
ミ
ニ
ク
は
、
人
民
連
合
綱
領
や
左
翼
連
合
政
策
へ
の
忠
誠
と
、
秩

工
場
占
拠
ス
ト
ラ

フ
ラ
ン
ス
を
「
対
外
的
冒
険
と
国

内
分
裂
に
委
ね
る
お
そ
れ
の
あ
る
政
策
に
協
力
し
え
な
い
」
と
締
め
く
く
る
の
で
あ
る
。

と
が
賭
け
ら
れ
て
い
る
と
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
比
喩
を
ま
じ
え
て
社
共
勢
力
と
の
分
岐
を
訴
え
た
。
三
党
に
よ
っ
て
実

わ
れ
わ
れ
は
現
在
の
民
主
社
会
の
枠
内
で
、
実
験
を
延
長
す
る
た
め
の
有
資
格
者
と
し
て
現
わ
れ

『
と
も
に
わ
ず
か
な
道
の
り
』
を
行
こ
う
。
し
か
し
行
く
手
に
、
社
会
主
義
者
の
道
と
共
産
主
義
者
の

道
が
わ
れ
わ
れ
の
主
要
な
道
へ
と
直
結
す
る
交
差
点
が
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
急
進
派
の
道
が
他
の
二
つ
の
道
と
出
会
う
分
岐
点
を

プ
ー
プ
ル

越
え
て
延
長
さ
れ
、
共
和
国
と
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
利
益
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
が
自
己
の
道
を
追
求
し
う
る
と
言
お
う
。
」
ボ
ネ
は
、
急
進

派
が
財
政
と
街
頭
の
無
秩
序
を
放
任
す
る
な
ら
、
国
民
が
新
た
な
指
導
者
を
「
沈
黙
し
た
ま
ま
の
急
進
派
」
に
求
め
な
い
と
主
張
し
、

一
七
八
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ロ
ッ
シ
ュ
も
含
め
誰
一
人
と
し
て
急
進
派
大
臣
の
辞
任
に
よ
る
倒
閣
を
望
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
政
府

「
わ
れ
わ
れ
の
ド
ク
ト
リ
ン
に
鼓
舞
さ
れ
た
人
民
連
合
綱
領
の
実
施
」
を
求
め
た
。
た
だ
し
「
パ
ン
の
防
衛
」
を
実

現
す
る
た
め
に
、
こ
の
実
験
が
秩
序
と
平
等
の
な
か
で
あ
ら
ゆ
る
自
由
を
守
り
つ
つ
な
さ
れ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
工
場
占
拠
の
中
止
と
、

法
が
労
働
者
の
み
な
ら
ず
資
本
家
に
よ
っ
て
も
尊
重
さ
れ
る
必
要
性
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
「
平
和
の
擁
護
」
の
領
域
で
は
、

独
関
係
と
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
と
り
あ
げ
、
政
府
が
共
産
党
に
譲
歩
し
な
か
っ
た
こ
と
を
讃
え
た
。

う
に
政
府
は
ド
イ
ツ
と
の
話
し
あ
い
や
接
触
の
機
会
を
求
め
て
い
る
し
、

テ
ー
ゼ
」
を
支
持
し
て
い
る
と
右
派
に
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ケ
ー
ゼ
ル
は
、
資
本
家
が
反
撃
の
態
勢
を
整
え
つ
つ
あ
る
と
き
に
、

人
民
戦
線
を
維
持
す
る
必
要
性
を
訴
え
、
共
産
党
に
対
し
て
は
、
急
進
派
大
臣
が
共
産
党
の
行
動
を
監
視
し
て
い
る
こ
と
に
楽
観
を
表
明

し
、
急
進
派
の
三
つ
の
使
命
（
フ
ラ
ン
ス
人
同
士
が
戦
う
の
を
阻
止
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
き
な
不
安
を
鎮
め
、
独
裁
へ
の
道
を
妨
げ
る
こ

(22)

ラ
サ
ン
ブ
ル

と
）
を
述
べ
て
、
三
七
県
連
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
事
日
程
を
朗
読
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
議
事
日
程
は
、
「
民
主
勢
力
の
広
範
な
連

合
か
ら
急
進
党
を
分
離
し
な
い
意
思
を
表
明
」
し
て
い
た
が
、

事
日
程
は
同
時
に
、
外
国
の
影
響
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
介
入
を
避
け
て
平
和
を
擁
護
し
、

利
益
を
無
視
せ
ず
、
大
胆
な
社
会
改
革
を
継
続
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(23) 

バ
イ
エ
は
ケ
ー
ゼ
ル
よ
り
直
餓
簡
明
に
語
っ
た
。
か
れ
は
急
進
党
が
、
人
民
戦
線
を
解
体
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
を
阻
止

す
る
の
に
全
力
を
尽
く
し
た
。

か
れ
は
シ
ャ
ハ
ト
訪
仏
に
見
ら
れ
た
よ

ロ
ッ
シ
ュ
の
批
判
に
も
耳
を
傾
け
た
内
容
も
含
ん
で
い
た
。
な
ぜ
な
ら
議

工
場
占
拠
を
中
止
さ
せ
、
中
産
階
級
と
農
業
の

バ
イ
エ
は
後
継
政
府
の
組
合
せ
を
代
議
員
に
尋
ね
、
右
翼
と
の
連
立
は
不
可
能
な
こ
と
を
述
べ
る
。

イ
ン
に
つ
い
て
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
軍
事
介
入
を
要
求
し
な
か
っ
た
し
、
今
後
も
要
求
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
不
干
渉
に
賛
成
し
た

の
は
、
「
中
立
が
欺
職
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
条
件
ド
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、

入
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
な
い
。

を
維
持
す
る
た
め
に

(21) 

と
め
た
。

ケ
ー
ゼ
ル
は
、

一
七
九

た
だ
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
が
ス
ペ
イ
ン
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
か
く
語
っ

フ
ラ
ン
ス
が
ス
ペ
イ
ン
に
介

ケ
ー
ゼ
ル
は
仏

ス
ペ

ス
ペ
イ
ン
で
は
「
わ
が
党
が
閣
内
で
ゆ
き
わ
た
ら
せ
た
不
干
渉

4 -3-651 (香法'85)



(24) 

バ
イ
エ
は
不
干
渉
協
定
の
遵
守
を
要
求
し
た
。
共
産
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
公
秩
序
の
維
持
と
法
の
労
資
双
方
に
よ
る
尊
重
、

個
人
的
小
所
有
の
尊
重
と
い
っ
た
急
進
党
の
教
義
を
保
持
し
つ
つ
、
「
共
産
党
と
の
同
盟
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
。

な
ぜ
な
ら
伊
・
独
・
西
の
歴
史
が
示
す
よ
う
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勝
利
と
成
功
は
、
民
衆
勢
力
や
左
翼
勢
力
の
分
裂
に
起
因
し
て
い
た
と
、

わ
れ
わ
れ
の
歌
で
あ
る
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
は
、
封
建
的
専
制
を
転
覆
し
た
よ

か
れ
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
バ
イ
エ
は
、

う
に
貨
幣
の
専
制
を
転
覆
し
、
独
裁
を
一
掃
す
る
で
あ
ろ
う
」

た
の
で
あ
る
。

ゲ
ル
ヌ
ュ
は
「
忠
誠
と
必
要
性
と
公
正
」

約
束
へ
の
忠
誠
と
、
社
共
両
党
な
し
に
多
数
派
形
成
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
連
合
政
治
上
の
必
要
性
と
、
独
裁
レ
ジ
ー
ム
に
訴
え
る
こ

と
な
く
、
議
会
制
民
主
主
義
の
忠
実
な
運
用
に
よ
っ
て
一
国
の
社
会
構
造
を
修
正
し
う
る
こ
と
を
世
界
に
示
し
た
と
い
う
議
会
主
義
の
公

正
さ
で
あ
る
。

工
場
占
拠
と
い
う
ゆ
き
す
ぎ
に
つ
い
て
は
、
所
有
の
移
転
は
、
合
法
か
つ
正
当
な
手
段
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
述
べ
た
。
ゲ
ル
ヌ
ュ
は
人
民
連
合
の
契
約
へ
の
忠
誠
を
、
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
要
求
し
、
大
会
が
人
民
連
合
へ
の
忠
誠
を
宣
言
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。

総
裁
で
あ
る
。

て、

と
、
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
が
左
翼
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

(25) 

の
三
つ
の
理
由
か
ら
、
急
進
党
が
人
民
連
合
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
人
民
連
合
の

以
上
の
よ
う
に
左
右
両
派
か
ら
議
事
日
程
が
提
出
さ
れ
、
と
も
に
採
決
を
求
め
る
と
い
う
異
例
の
大
会
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ぞ
れ

の
議
事
日
程
や
発
言
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
そ
こ
に
―
つ
の
共
通
認
識
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
急
進
党
ド
ク
ト
リ
ン

へ
の
忠
誠
は
、
両
派
と
も
異
論
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
右
派
は
人
民
連
合
か
ら
の
離
脱
を
公
式
に
は
要
求
せ
ず
、

た
だ
共
産
党
に
対
す

る
保
証
を
求
め
て
い
た
。
他
方
、
左
派
は
人
民
戦
線
の
維
持
を
望
ん
で
い
た
が
、
共
産
党
に
対
す
る
右
派
の
不
満
や
ら
恐
怖
の
妥
当
性
を

(26) 

承
認
し
た
。
こ
こ
に
和
解
案

m
o
d
u
s
vivendi
に
向
け
た
端
緒
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
た
の
は
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ

一
八
〇

4 -3 -652 (香法'85)



人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

急
進
ド
ク
ト
リ
ン
の
全
体
を
実
施
す
る
必
要
性
を
党
は
強
調
す
る
。

の
か
を
分
析
し
よ
う
。

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
八

ヨ
ー
ロ

一
般
政
策
の
次
元
と
か
で
、

い
か
な
る
問
題
が
残
さ
れ
た

最
後
に
登
壇
し
た
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
、
「
根
本
的
思
想
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
分
岐
し
て
い
な
い
」
と
左
右
の
融
和
に
つ
と
め
た
。

総
裁
は
左
翼
連
合
の
問
題
と
急
進
ド
ク
ト
リ
ン
の
問
題
に
つ
い
て
、
全
員
は
一
致
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。

主
張
し
て
い
た
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
総
裁
は
、
「
分
裂
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
と

程
を
朗
読
す
る
の
で
あ
る
。
朗
読
後
、

を
表
明
し
た
。
こ
の
結
果
、

ロ
ッ
シ
ュ
、

ケ
ー
ゼ
ル
、

シ
ョ
ー
タ
ン
、

か
れ
は
、
急
進
派
大
臣
の
辞

職
と
人
民
連
合
の
分
裂
は
誰
か
ら
も
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
逆
に
誰
も
が
共
和
秩
序
・
個
人
の
自
由
・
個
人
所
有
を
維
持
す
る
こ
と
を

モ
ー
リ
ス
・
サ
ロ
ー
の
連
名
に
な
る
議
事
日

バ
イ
エ
は
自
己
の
議
事
日
程
を
撤
回
し
、
党
首
脳
の
議
事
日
程
に
賛
意

こ
の
議
事
日
程
は
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
急
進
党
は
統
一
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
異
常
な
大
会
を
収
拾
す

そ
れ
で
は
満
場
一
致
で
受
け
い
れ
ら
れ
た
議
事
日
程
の
全
文
を
記
し
、

ど
の
点
で
左
右
両
派
は
納
得
し
、

「
急
進
共
和
急
進
社
会
党
は
、
総
裁
と
急
進
派
の
大
臣
が
、
人
民
連
合
政
府
内
と
か
、
各
々
の
省
庁
内
と
か
、

た
え
ず
党
の
ド
ク
ト
リ
ン
を
精
力
的
に
擁
護
し
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
す
る
。

結
ば
れ
た
契
約
に
忠
実
な
党
は
、
民
主
主
義
の
憲
章
た
る
人
権
宣
言
が
所
有
の
不
可
侵
を
聖
別
し
た
こ
と
、

農
場
・
商
店
の
占
拠
が
、
自
由
に
対
す
る
容
認
し
え
な
い
打
撃
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る

（
拍
手
）
。

お
よ
び
工
場
・
作
業
場
・

街
頭
の
絶
え
ざ
る
喧
騒
が
、
経
済
活
動
の
回
復
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
、
時
局
の
重
大
問
題
を
前
に
し
て
、

こ
の
ド
ク
ト
リ
ン
は
次
の
こ
と
を
命
ず
る
。
友
好
の
維
持
に
よ
る
国
際
平
和
の
保
証
、
国
際
連
盟
の
諸
協
約
や
規
約
の
尊
重
、

ッ
パ
紛
争
を
惹
起
し
う
る
原
因
を
削
除
す
る
た
め
の
監
視
、
隣
国
の
内
戦
の
恐
怖
を
緩
和
す
る
た
め
の
寛
大
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
。

狂
的
な
表
明
と
な
る
こ
と
」

の
希
望
を
語
っ
て
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
、

エ
リ
オ
、

か
つ
て
な
い
ほ
ど

わ
れ
た
今
大
会
が
、
友
情
と
統
一
の
熱
烈
で
熱

4 -3-653 (香法'85)



続
け
る
た
め
に
党
の
政
府
代
表
を
信
任
す
る
。

国
防
の
強
化
。

国
民
主
権
の
精
力
的
維
持
。
合
法
性
尊
重
に
よ
る
公
共
の
秩
序
の
維
持
、
あ
ら
ゆ
る
反
逆
団
体
の
武
装
解
除
と
解
散
、
あ
ら
ゆ
る
社
会

あ
ら
ゆ
る
打
撃
、

法
の
忠
実
な
適
用
。

調
停
と
強
制
仲
裁
に
よ
る
社
会
紛
争
の
解
決
。

国
民
活
動
に
従
事
す
る
全
職
人
間
の
有
効
な
連
帯
と
農
産
物
の
監
視
的
防
衛
。

ア
ン
テ
レ

と
り
わ
け
権
益
の
大
連
合
の
打
撃
に
対
す
る
国
家
の
権
威
の
維
持
（
拍
手
）
。

通
貨
安
定
の
保
証
た
る
均
衡
予
算
へ
の
活
発
な
努
力
。

大
会
は
、
党
の
議
員
に
こ
れ
ら
の
原
理
の
正
確
な
実
施
を
確
保
す
る
こ
と
を
委
任
す
る
し
、
政
府
活
動
の
な
か
で
、

す
る
た
め
に
、
国
内
で
急
進
党
の
活
動
を
強
化
す
る
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
い
る

そ
の
原
理
を
防
衛
し

大
会
は
、
す
べ
て
の
ミ
リ
タ
ン
の
不
可
欠
な
連
合
が
、
国
内
秩
序
と
国
際
平
和
の
な
か
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
社
会
進
歩
の
仕
事
を
実
現

(28) 

（
万
雷
の
拍
手
）
。
」

一
読
し
て
た
だ
ち
に
諒
解
し
う
る
こ
と
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
右
派
の
主
張
を
取
り
い
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
テ
キ

ス
ト
が
急
進
党
の
ド
ク
ト
リ
ン
を
強
調
し
、

工
場
占
拠
ス
ト
ラ
イ
キ
を
糾
弾
し
、
名
ざ
し
こ
そ
し
て
い
な
い
も
の
の
、
街
頭
で
公
秩
序
を

乱
す
共
産
党
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
右
派
が
こ
の
議
事
日
程
を
「
満
足
」
（
ロ
ッ
シ
ュ
）
し
て
受
け
い
れ
た

の
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
左
派
に
と
っ
て
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
、
人
民
戦
線
の
破
棄
を
声
明
せ
ず
、
人
民
連
合
政
府
内
で
の
急
進

派
大
臣
に
謝
意
を
表
明
し
、
急
進
党
は
「
結
ば
れ
た
契
約
に
忠
実
」
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
反
共
的
言
辞
も
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、

(29) 

受
諾
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
ケ
ー
ゼ
ル
は
、
こ
の
議
事
日
程
が
「
わ
れ
わ
れ
に
満
足
を
与
え
う
る
」
と
評
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
左
右
両
派
の
間
に
、
人
民
戦
線
に
対
す
る
認
識
の
相
違
が
存
在
す
る
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
こ
の
議
事
日
程
は
、
大
会
を
通
じ
て

一
八
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人民戦線期の急進党一九三五～一九三六（渡辺）

決
策
で
は
な
く
て
、

な
い
意
思
が
残
り
、

一
八

資
本
家
へ
の
警
告
が
括
入
さ
れ
た
こ
と
と
か
、

(30) 

現
」
と
い
っ
た
表
現
に
看
取
し
う
る
の
で
あ
る
。

肩
も
労
働
者
の
肩
も
も
た
ぬ
」

で
承
認
さ
れ
、

こ
と
を
声
明
し
た
と
、

共
同
綱
領
以
外
の
こ
と
で
は
協
力
し

右
派
は
今
後
も
活
動
を
強
め
る
か
ら
で
あ
る
。
急
進
党
に
と
っ
て
人
民
戦
線
の
選
択
は
、
急
進
主
義
の
危
機
へ
の
解

(32) 

危
機
の
さ
ら
な
る
悪
化
で
あ
っ
た
。
急
進
党
の
人
民
戦
線
へ
の
熱
狂
は
、

(
l
)
 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
6
,
 
pp.10-11., L
e
 T
e
m
p
s
,
 2
3
 0
 c
t
o
b
r
e
 1
9
3
6
,
 
p. 8
.
,
 
K
a
y
s
e
r
,
 L
e
 parti radical, 
op. 
cit., 2
8
0ー

2
0
0
1. ~
~
~
 
和
符
2

、
前
四
掲

論
文
日
、
七
一
＼
七
二
頁
。
こ
の
事
件
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
は
翌
日
の
フ
ラ
ン
ス
各
紙
が
、
こ
ぞ
っ
て
取
り
あ
げ
た
こ
と
に
窺
知
し
う
る
。

L
e
 T
e
m
p
s
,
 2
4
 o
c
t
o
b
r
e
 1
9
3
6
,
 
p. 3• 

V
 oir la 
r
u
b
r
i
q
u
e
 d
e
 la
〈

R
e
v
u
e
d
e
 la 
Presse>. 
『
ル
・
タ
ン
』
白
I

身
は
、
こ
の
車
万
件
に
「
ラ
・
マ
ル
セ

イ
エ
ー
ズ
の
党
」
、
「
常
識
の
復
讐
」
と
い
う
見
出
し
を
掲
げ
て
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。
I
b
i
d
.
,
2
4
 et 2
5
 o
c
t
o
b
r
e
 1
9
3
6
,
 
p. 1. 

(
2
)
誇
張
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
保
守
派
の
ル
ー
ワ
ン
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
は
、
ホ
ー
ル
の
四
分
の
三
の
代
議
員
が
結
束
し
て
起
ち
あ
が
り
、
「
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
誓
い
」
の
挨
拶
を
し
た
と
報
告
し
て
い
る
。
F
r
a
n
~
o
i
s
L
e
u
w
e
n
,
 "
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 d
e
 Biarritz," 
R
e
v
z
 

`
 

e
 d
e
 
R
ミ
店

X
L
III. 
t. 
6
,
 
1
5
 

n
o
v
e
m
b
r
e
 1
9
3
6
,
 4
2
5
.
 
Mlmlf,~ 

に
は
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
「
鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
喝
采
と
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
の
歌
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
い
く
つ
か

の
席
で
騒
ぎ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
L
e
C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
6
,
 p.10. な
お
ラ
ー
モ
ア
は
、
左
派
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
歌
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、

『
ル
・
タ
ン
』
や
議
事
録
に
は
そ
の
指
摘
は
な
い
。
ル
ー
ワ
ン
は
、
左
派
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
歌
い
つ
つ
握
り
拳
で
党
首
を
迎
え
よ
う
と
考
え
て

一
時
的
な
凪
で
し
か
な
か
っ
た
。
大
会
後
、

す
で
に
歴
史
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
そ
れ
は
、

党
内
に
は
共
産
党
へ
の
警
戒
と
、

波
瀾
含
み
で
開
幕
し
た
党
大
会
は
、

ど
う
に
か
夕
凪
を
迎
え
て
閉
幕
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
党
宣
言
も
満
場
一
致

ま
た
ル
フ
ラ
ン
も
述
べ
る
よ
う
に
、

労
働
争
議
に
お
い
て
は
、

(31) 

こ
の
党
宣
言
か
ら
読
み
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

急
進
党
は
「
資
本
家
の

とヽ

「
わ
れ
わ
れ
が
結
び
つ
い
た
ま
ま
の
人
民
戦
線
の
枠
内
で
」
と
か
、

「
共
同
綱
領
の
実

大
会
最
終
日
に
朗
読
さ
れ
た
党
宣
言
は
、
当
然
な
が
ら
一
般
政
策
の
議
事
日
程
の
反
復
で
あ
っ
た
が
、
左
派
の
主
張
も
一
部
と
り
い
れ
、

一
般
政
策
の
議
事
日
程
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
た
。

表
面
化
し
た
左
右
両
派
の
溝
に
蓋
を
し
た
形
と
な
り
、

そ
れ
は
「
労
資
は
同
一
の
資
格
で
締
結
さ
れ
た
協
定
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
」

人
民
戦
線
は
、

し
ば
し
執
行
猶
予
の
期
間
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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(
8
)
 

(
4
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(14) 

(
3
)
 

『
共
和
国
』

(
.
0月

―
日
号
）

の
な
か
で
、

七
二
頁
。

「
急
進
党
大
会
は
、

共
産
主
義
者
と
絶
交
せ

『
香
川
法
学
』

い
た
と
語
っ
て
い
る
が
、
左
派
と
い
え
ど
も
、
急
進
党
の
場
合
に
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
歌
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

L
a
r
m
o
u
r
,
op. 

cit., 
p
p
.
 2
1
5
-
2
1
6
.
,
 L
e
u
w
e
n
 ̀

 
op. 
cit., 
4
2
5
.
 

ケ
ー
ゼ
ル
に
依
拠
し
た
ベ
ル
ス
テ
ン
に
よ
れ
ば
、
右
派
は
次
の
四
つ
の
構
成
要
素
か
ら
な
っ
て
い
た
。
第
一
に
カ
イ
ヨ
ー
を
中
心
と
し
た
上
院
急
進
派
、

第
二
に
ノ
ー
ル
県
連
の
ロ
ッ
シ
ュ
の
も
と
に
集
ま
る
小
数
だ
が
影
脚
力
あ
る
下
院
議
員
グ
ル
ー
プ
、
第
三
に
南
部
諸
県
連
、
第
四
に
行
動
主
義
的
な
急
進

青
年
団
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
四
構
成
要
素
は
、
カ
イ
ヨ
ー
、
ロ
ッ
シ
ュ
、
サ
ブ
ロ
ー
、
ミ
ヨ
ー
ら
を
通
じ
て
人
的
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
は

言
う
を
ま
た
な
い
。

B
e
r
s
t
e
i
n
,
 
op. 
cit., 
p
p
.
 4

6
6
-
4
7
2
.
 

K
a
y
s
e
r
,
 L
e
 p
a
r
t
i
 r
a
d
i
c
a
l
,
 
op. 
cit., 
2
8
0
.
 

(
5
)
三
六
年
春
以
降
の
共
産
党
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
和
行
「
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
．
九
三
六
ー
~
左
翼
政
治
集
団
の
意
見
の
形
状
ー
ー
—
」

第
四
巻
第
一
号
（
↓
九
八
四
年
）
、
こ
ハ
九
＼
：
八
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

L
e
 T
e
m
p
s
,
 2
3
 0
 ct
o
b
r
e
 1
9
3
6
,
 
p. 4, 
L
a
 r
u
b
r
i
q
u
e
 d
e
 l
a
 
{
R
e
v
u
e
 d
e
 l
a
 
P
r
e
s
s
e
}
.
 

G
e
o
r
g
e
s
 L
e
f
r
a
n
c
,
 H
i
s
t
o
i
r
e
 
d
u
 f
r
o
n
t
 p
o
p
u
l
a
i
r
e
 
1
9
3
4
-
1
9
3
8
,
 2
e
e
d
.
 (
P
a
r
i
s
,
 
1
9
7
4
)
,
 
p
p
.
 2
0
6
-
2
0
8
.
 

C
a
h
i
e
r
s
 
d
u
 B
o
l
c
h
e
v
i
s
m
e
 
(l er 
n
o
v
e
m
b
r
e
 1
9
3
6
)
.
 
1
2
7
8ー

1
2
8
3• .;.Qll!Bli:~:iS~ 

の
ア
ン
リ
・
ド
・
ケ
リ
リ
ス
も
、
こ
の
書
簡
が
人
民
戦
線
か
ら
急
進

派
が
離
脱
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
急
進
派
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
評
し
て
い
る
。

H
e
n
r
i
d
e
 Kerillis, 
F
r
a
n
r
;
a
i
s
 
voici 
la 

g
u
e
r
r
e
 !
 

(
P
a
r
i
s
,
 
1
9
3
6
)
,
 p. 52. 

(
9
)
 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
6
,
 p. 90. 

(10)
以
下

Ibid.,
p
p
.
 1

0ー

11,
21-30・ 

(11) 
Ibid., 
p
p
.
 2

7
6ー

2
7
7
.

(12)
以
上
I
b
i
d
;
p
p
.
 3

2
8
-
3
3
3
.
 

(13)
以
下

I
b
i
d
;
 p
p
.
 3

3
3ー

3
4
3
.

K
a
y
s
e
r
 ̀

 
L
e
 p
a
r
t
i
 r
a
d
i
c
a
l
,
 0
p
.
c
i
[
;
 2
8
0
.
 
ロ
ッ
シ
ュ
は

ね
ば
な
ら
な
い
か
否
か
告
げ
る
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
た
。

L
e
C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
6
,
 p. 
368. 

(15)
以
F
I
b
i
d
.

p`
p
.
 3

4
3
-
3
6
1
.
 

(16)
「
パ
ン
と
平
和
と
自
由
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象
徴
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
詳
細
は
、
渡
辺
和
行
、
前
掲
論
文
口
、

(17) 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
6
.
,
 p. 3
3
8
,
 p. 3
5
7
.
 

一
八
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(21) 
Ibid., 
p
p
.
 3
6
1
-
3
7
3
.
 

(22)
ケ
ー
ゼ
ル
は
、
メ
モ
ワ
ー
ル
の
な
か
で
は
．
”
．
九
県
連
と
記
し
て
い
る
が
、
大
会
議
事
録
に
は
ニ
一
七
県
連
と
あ
る
。
ま
た
ケ
ー
ゼ
ル
は
、
人
民
連
合
を
支
持

し
た
県
連
会
長
は
、
四

．．
 

名
で
、
反
対
は
．
四
名
と
記
し
て
い
る
。

K
a
y
s
e
r
,
L
e
 p
a
r
t
i
 radical. op. 
cit., 2
8
1
.
,
 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
6
,
 p. 3
7
1
.
 
な

お
こ
れ
ら
の
県
連
の
ト
ボ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
検
討
し
た
ベ
ル
ス
テ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
民
戦
線
の
問
題
は
急
進
主
義
を
地
理
的
政
治
的
に
二
分
し
た
と
い
う
。

ノ
ー
ル
県
を
除
き
、
人
民
戦
線
に
好
意
的
な
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
急
進
派
と
、
人
民
戦
線
に
敵
対
的
な
サ
ン
ト
ル
や
ミ
デ
ィ
の
急
進
派
と
で
あ
る
。
三
七
県

連
は
、

1

呂
う
ま
で
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
北
部
に
位
置
し
て
い
る
。

B
e
r
s
t
e
i
n
,
op. 
cit., 
p. 4
8
2
.
 

(23) 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 e
n
 1
9
3
6
,
 p
p
.
 3
8
 
0

ー

3
8
5
.

(24)
急
進
党
の
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
対
す
る
反
応
に
つ
い
て
は
、

(25) 
L
e
 C
o姦
g
r
e
s
e
n
 1
9
3
6
,
 p
p
.
 3
9
6ー

4
0
3
.

(26) 
B
e
r
s
t
e
i
n
,
 0
 p. 
cit., 
p. 4
8
2
.
 

(27) 
L
e
 C
o
n
g
r
e
s
 
e
n
 1
9
3
6
,
 p
p
.
 4
1
0ー

4
1
6
.

(28)
以
上

Ibid.,
p
p
.
 4

1
7
-
4
1
8
.
 

(29)
以
上
の
ロ
ッ
シ
ュ
と
ケ
ー
ゼ
ル
に
つ
い
て
は
、

(30)
以
上

Ibid.,
p. 4
4
9
,
 
p. 4
5
3
.
 

(31) 
L
e
f
r
a
n
c
,
 op. 
cit., 
p. 2
0
9
.
 

(32) 
Cf., 
B
e
r
s
t
e
i
n
,
 
op. 
cit., 
p. 
4
1
8
.
 

(18) 

(19) 

(20) 
Ibid. ｀
 
p
p
.
 3

4
4
-
3
4
5
.
 

以
下

Ibid.」

p
p
.
3
7
3
-
3
8
0
,
 3
8
6ー

3
9
6
,

4
0
3ー

4
1
0
.

ド
ミ
ニ
ク
が
ス
ペ
イ
ン
内
戦
へ
の
不
介
人
を
宣
ば
し
、

の
ち
の
宥
和
現
象
を
考
え
る
う
え
で
屯
要
で
あ
る
。

Ibid.,
p. 3
7
6
.
 

「
マ
ド
リ
ッ
ド
の
た
め
に
…
…
モ
ス
ク
ワ
の
た
め
に
戦
い
に
赴
か
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、

渡
邊
和
行
「
不
干
渉
と
フ
ラ
ン
ス
世
論
一
九
三
六
」
前
掲
、

Ibid., 
p
p
.
 4
1
8ー

4
1
9
.

一
八
五

一
五
四
＼
一
六
九
頁
。
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わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
急
進
党
大
会
に
お
け
る
一
般
政
策
の
審
議
の
分
析
を
通
じ
て
、
急
進
党
の
変
貌
の
さ
ま
を
描
い
て
き
た
。

そ
れ

で
は
、
変
貌
の
理
由
を
検
討
し
よ
う
。

そ
の
前
に
、
急
進
党
が
人
民
戦
線
に
参
加
し
た
理
由
と
急
進
党
が
人
民
戦
線
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
を
、
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
筆
者
は
前
稿
で
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
大
会
の
論
議
は
、
前
稿
の
筆
者
の
結
論
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
。
急
進
党
の
人
民
戦
線
へ
の
参
加
因
を
列
挙
す
れ
ば
、
内
因
と
し
て
、

①
左
派
を
中
心
と
し
た
急
進
主
義

(11共
和
主
義
）

②
左
翼
の
選
挙
連
合
へ
の
期
待
。

③
か
な
め
政
党
と
い
う
連
合
政
治
上
の
要
請
。

外
因
と
し
て
、

④
右
翼
リ
ー
グ
の
蛮
行
。

固
デ
フ
レ
政
策
へ
の
中
産
階
級
の
不
満
。

⑥
共
産
党
の
戦
術
転
換
。

の
蘇
生
。

以
上
を
指
摘
し
う
る
。
ま
た
急
進
党
が
、
人
民
戦
線
を
「
共
和
派
の
規
律
」
や
「
左
翼
代
表
団
」
と
い
っ
た
伝
統
的
な
左
翼
連
合
、
「
拡
大

さ
れ
た
カ
ル
テ
ル
」
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
パ
リ
党
大
会
で
は
、
右
派
の
弁
士
は
一
人
も
登
壇
せ
ず
、

共
同
綱
領
や
共
産
党
と
の
関
係
な
ど
、
人
民
戦
線
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
議
論
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
止
目
す
る
必
要
が
あ
る
で

四

む

す

び

一
八
六
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．
 

一
八
七

あ
ろ
う
。
人
民
連
合
全
国
委
員
会
の
会
議
の
な
か
で
も
、
急
進
党
は
「
自
分
自
身
た
る
こ
と
」
を
追
求
し
、
三
六
年
一
月
に
公
表
さ
れ
た

人
民
連
合
綱
領
は
、
左
右
両
派
に
よ
っ
て
、
急
進
党
の
綱
領
と
大
差
の
な
い
も
の
と
し
て
受
け
い
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
筆
者
は
前
稿
で
、
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
と
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
人
民
戦
線
に
参
加
し
た
急
進
党
内
に
、
の
ち
の
人
民
戦
線
政

(
2
)
 

府
の
四
肢
を
緊
縛
す
る
と
思
わ
れ
る
否
定
的
囚
子
が
五
つ
現
わ
れ
た
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
い
た
。
列
挙
す
れ
ば
、

田
左
派
の
脆
弱
性
。

②
右
派
の
急
進
青
年
団
の
台
頭
。

(
3
)
 

③
ダ
ラ
デ
ィ
エ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
実
態
。

④
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
脅
威
が
逓
減
し
た
こ
と
の
影
縛
゜

固
県
連
の
独
自
性
。

以
上
で
あ
る
。
三
六
年
春
の
総
選
挙
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
・
社
会
状
況
は
、
ま
さ
に
急
進
党
内
の
こ
れ
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
因
子
を
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
な
因
子
に
転
換
さ
せ
る
現
像
液
な
い
し
触
媒
と
し
て
作
用
し
た
の
で
あ
る
。

触
媒
と
し
て
、

①
急
進
党
の
総
選
挙
で
の
敗
北
。

②
共
産
党
の
総
選
挙
で
の
圧
勝
。

③
工
場
占
拠
ス
ト
ラ
イ
キ
の
波
。

④
右
翼
リ
ー
グ
四
団
体
の
解
散
。

⑤
共
産
党
の
不
干
渉
政
策
へ
の
反
対
。

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
触
媒
①
は
、
参
加
因
②
が
存
在
理
由
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
触
媒
④
は
、
参
加
因
④
が
重
要
性
を
失

4 -3-659 (香法'85)



戦
線
に
暗
夜
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
く
、

ナ
イ
ー
ヴ
な
人
民
戦
線
像
を
も
っ
て
総
選
挙
に
臨
み
、

っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
触
媒
②
と
③
と
⑥
は
、
参
加
因
⑥
が
や
は
り
欺
職
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
と
受
け
と
ら
れ
、
共
産
革

命
へ
の
恐
怖
を
党
内
に
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
ま
で
共
和
秩
序
の
擁
護
者
を
自
称
し
て
い
た
共
産
党
が
、
以
前
の
秩

序
破
壊
者
に
も
ど
っ
た
と
、
急
進
派
の
目
に
映
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
否
定
的
因
子
①
・
②
・
④
・
⑤
を
強
め
、
③

を
弱
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
右
派
の
台
頭
と
反
共
産
主
義
の
氾
濫
、
そ
れ
に
ダ
ラ
デ
ィ
エ
総
裁
の
右
傾
で
あ
る
。

右
派
が
人
民
連
合
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
、

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
言
い
う
る
。

イ

マ

ー

ジ

ュ

レ

ア

リ

テ

従
っ
て
わ
ず
か
一
年
の
間
で
、
急
進
党
が
変
貌
し
た
理
由
は
、
人
民
戦
線
に
対
す
る
急
進
党
の
心
象
態
と
人
民
戦
線
の
現
実
態
の
乖
離

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
敷
術
す
れ
ば
、
急
進
党
が
人
民
戦
線
に
抱
い
て
い
た
前
述
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
人
民
戦
線
政
府
誕
生
後
の
予
期

せ
ぬ
事
態
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
急
進
党
は
パ
リ
党
大
会
で
、
人
民
戦
線
や
共
急
関
係
に
つ
い
て
論
議
す
る
こ
と

一
敗
地
に
ま
み
れ
た
こ
と
、
第
二
に
総
選
挙
か
ら
ス
ペ
イ
ン
内
戦
勃
発
の

プ
ロ
セ
ス
は
、
人
民
連
合
か
ら
利
益
を
引
き
出
し
て
い
る
の
は
共
産
党
で
あ
り
、

る
と
い
う
反
共
産
主
義
の
奔
出
を
促
し
た
こ
と
、

こ
の
間
の
秩
序
擾
乱
の
責
任
を
負
う
の
も
共
産
党
で
あ

こ
の
二
つ
に
急
進
党
の
変
貌
の
直
接
の
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

パ
リ
党
大
会
で
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
共
急
関
係
を
、

ビ
ア
リ
ッ
ツ
党
大
会
は
議
論
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
真
の
解

決
は
な
さ
れ
ず
、
禰
縫
策
に
よ
る
収
拾
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
急
進
党
内
に
生
じ
た
逆
流
の
波
は
、
夕
凪
を
終
わ
ら
せ
、
人
民

(
l
)
渡
辺
和
行
、
前
掲
論
文
口
、
八
三
＼
八
六
頁
。

(
2
)
同
右
、
八
六
＼
八
七
頁
。

(
3
)
前
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
エ
リ
オ
か
ら
ダ
ラ
デ
ィ
エ
ヘ
の
総
裁
交
替
を
め
ぐ
る
次
の
事
実
は
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
実
態
を
示

¥
＼
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！
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一
八
九

（
一
九
八
四
年
九
月
脱
稿
）

唆
し
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

三
五
年
―
二
月
一
八
日
に
、
エ
リ
オ
が
総
裁
辞
任
を
表
明
し
、
翌
年
月

1

九
日
の
党
執
行
委
員
会
に
お
い
て
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
一

カ
月
の
間
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
は
き
わ
め
て
慎
重
な
態
度
を
保
っ
て
お
り
、
立
候
補
を
表
明
し
た
の
は
一
月
一
八
日
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

も
そ
の
声
明
は
、
エ
リ
オ
総
裁
が
立
候
補
し
な
い
な
ら
ば
と
い
う
条
件
付
き
の
控
え
目
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
ダ
ラ
デ
ィ
エ
が
自

己
を
推
娩
す
る
党
内
の
勢
力
が
必
ず
し
も
強
力
で
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
ぷ
し
て
お
り
、
エ
リ
オ
派
な
い
し
保
守
派
へ
の
妥
協
的
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
そ
こ
に
看
取
し
う
る
の
で
あ
る
。

C
f•• 

Berstein, 
op. 
cit., 
p. 4
0
8
.
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